
　無臭大豆粉の製造に成功し、山鹿産の大豆を使っ
て大豆粉を作っている「れんげ・カンパニー」の髙
田さん（37 歳　鹿本町来民）。鹿本農業高校と連
携し、生徒が栽培した「みさを大豆」を使ってホット
ケーキミックスを製造。鹿本農高生の手で東日本大
震災の復興支援として宮城県へ届けられました。

( 続きは 2 ページ )
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学
校
と
連
携
し
た
被
災
地
復
興
支
援

　
髙
田
さ
ん
は
、「
外
国
産
が
多
く
自
給
率
の

低
い
国
産
大
豆
の
消
費
量
を
増
や
し
た
い
、和

食
に
特
化
さ
れ
て
き
た
大
豆
を
洋
食
に
使
え

る
よ
う
に
し
た
い
」と
、大
豆
粉
の
開
発
を
始

め
ま
し
た
。そ
し
て
、約
３
年
の
研
究
を
重
ね
、

大
豆
粉
の
無
臭
化
に
成
功
し
「
そ
い
・
ぷ
ー

ど
る
」と
し
て
商
品
化
し
ま
し
た
。髙
田
さ
ん
は

「
大
豆
の
え
ぐ
み
や
く
さ
み
を
取
り
、か
つ
栄

養
価
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
が
難
し
か
っ
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。現
在
「
そ
い
・ぷ
ー
ど
る
」は

第
３
の
粉
と
し
て
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
れ
ん
げ
・カ
ン
パニ
ー
で
作
る
大
豆
粉
は
、東

日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
被
災
地
に

も
送
ら
れ
ま
し
た
。被
災
地
支
援
と
し
て「
来

民
う
ち
わ
」６
、０
０
０
本
を
送
っ
た
と
き
に

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
た
髙
田
さ
ん
へ
、復

興
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
鹿
本
農
業

高
校
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、生

徒
が
栽
培
す
る
熊
本
県
の
在
来
品
種「
み
さ
を

大
豆
」を
使
っ
た
大
豆
粉
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ

ク
ス
を
製
造
。１
、０
０
０
袋
が
高
校
生
の
手

で
、宮
城
県
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。「
栄
養
価
の

高
い
大
豆
粉
で
体
の
内
か
ら
も
元
気
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
髙
田
さ
ん
。届
け
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
は
と
て
も
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

お
い
し
い
山
鹿
の
大
豆
を
広
め
た
い

　
糖
質
が
低
く
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な「
そ
い・

ぷ
ー
ど
る
」は
、糖
尿
病
の
人
な
ど
に
も
好
評

で
、東
京
や
大
阪
か
ら
の
注
文
も
あ
り
、国
産

大
豆
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

食
料
自
給
率
向
上
に
寄
与
す
る
優
れ
た
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・ニ
ッ

ポ
ン
・ア
ワ
ー
ド
２
０
１
０
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
そ
い
・ぷ
ー
ど
る
」

で
も
っ
と
山
鹿
の
大
豆
を
広
め
た
い
と
い
う
髙

田
さ
ん
、「
大
豆
＝
山
鹿
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

輝 人き ら り

㈱れんげ・カンパニー

髙田　義
よ し ひ こ

彦さん

「大豆＝
イコール

山鹿」を目指して山鹿産大豆の
ＰＲをしていきたい
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　おかあさんに勧められて１年生の時か
ら習字を始めました。筆で字を書くのが
楽しいです。
　将来はパティシエになりたいです。

西村　美
み さ き

咲さん
千田小学校２年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
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平成 24年度施政方針
市民の融和と市全域の一体的浮揚・発展を目指して

～温もりのある都
ま ち

市やまが～

市長　中嶋　憲正

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　
山
鹿
市
総
合
計
画
の
着
実
な
実
施
に
よ
り
、
引
き

続
き
、
市
民
の
融
和
と
市
全
域
の
一
体
的
浮
揚
・
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
ハ
ー
ド
事
業
の
着
実
な
進
展
と
ソ
フ
ト
事

業
の
展
開
を
一
体
的
に
推
進
す
る
な
ど
、「
も
の
」

と
「
心
」
を
市
政
運
営
の
両
輪
と
位
置
づ
け
、
総
合

計
画
の
中
で
将
来
都
市
像
と
し
て
い
る
「
温
も
り
の

あ
る
都
市
や
ま
が
」
に
視
点
を
当
て
た
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
】

１　

周
辺
地
域
に
お
け
る
振
興
策
の
強
化

⑴
「
地
域
力
」
を
生
か
し
た
ム
ラ
づ
く
り

① 

自
然
・
食
・
農
を
生
か
し
た
農
山
村
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
加
工
品
の
開
発
、
消
費
拡
大
、

体
験
交
流
、
6
次
産
業
化
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

② 

活
気
あ
る
里
山
の
再
生
を
目
指
し
、
鹿
北
地
域
を

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
地
域
独
自
の
伝
統
行
事
や

収
穫
祭
、自
然
環
境
や
農
産
物
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

③ 

地
域
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
駆
除
対
策

や
防
護
柵
等
の
設
置
支
援
を
充
実
・
強
化
し
ま
す
。

⑵
生
活
基
盤
の
整
備

① 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
情
報
通
信
網
を
市
全
域
に

拡
大
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に

つ
な
げ
ま
す
。

② 

地
域
防
災
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
市
全
域
を
一

斉
に
情
報
伝
達
す
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備
と
民

間
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

路
線
バ
ス
や
市
街
地
循
環
バ
ス
、
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
の
運
行
な
ど
、
持
続
可
能
な
生
活
交
通
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

２　

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

⑴
地
域
社
会
の
「
絆
」
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
推
進

　
健
診
や
訪
問
指
導
を
通
じ
た
母
子
支
援
の
強
化
、

乳
幼
児
健
診
を
利
用
し
た
指
導
・
相
談
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
子
育
て
応
援

の
店
事
業
」
の
推
進
、
青
少
年
を
地
域
で
守
り
育
て

る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

⑵
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
や
夢
の
実

現
に
向
け
た
魅
力
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
学
校

施
設
の
整
備
で
は
、
山
鹿
小
と
川
辺
小
の
統
合
校
、

鹿
北
地
区
統
合
小
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
耐
震
改

修
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

⑴
ご
み
の
排
出
抑
制
の
徹
底

　
ご
み
そ
の
も
の
を
出
さ
な
い
、
ご
み
に
な
る
も
の

を
使
わ
な
い
工
夫
を
生
活
の
中
で
根
付
か
せ
て
い
く

た
め
、「
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
」
の
推
進
や
生
ご
み
処

理
機
器
等
の
購
入
助
成
の
充
実
な
ど
、
市
民
力
や
地

域
力
を
結
集
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
ご
み
の
資
源
・
減
量
化

　「
ご
み
減
量
化
・
分
別
推
進
員
」
を
設
置
し
、
よ

り
効
果
的
な
新
分
別
収
集
体
制
を
確
立
し
ま
す
。
生

ご
み
に
つ
い
て
は
、
堆
肥
化
す
る
こ
と
と
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

⑶
廃
棄
物
の
適
正
処
理

　
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
、
継
続
的
な
処
理
体
制
を

目
指
す
た
め
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

４　

地
域
経
済
・
産
業
の
活
性
化

⑴
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
創
出

① 

「
山
鹿
市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
新

た
な
企
業
の
誘
致
、
立
地
企
業
に
対
す
る
本
市
へ

の
集
約
化
や
再
投
資
の
支
援
を
強
化
し
、
新
た
な

産
業
団
地
の
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

② 

農
林
産
物
等
の
販
売
促
進
で
は
、
物
産
館
を
中
心

に
地
産
地
消
、福
岡
・
熊
本
な
ど
の
都
市
圏
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
森
林
施
業
を
進
め
、
一
般

住
宅
等
へ
の
市
産
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
木

材
の
需
要
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑵
ま
ち
な
か
再
生
に
よ
る
商
工
・
観
光
業
の
振
興

　
24
年
秋
に
開
業
す
る
「
さ
く
ら
湯
」
は
、「
湯
の

町
山
鹿
の
歴
史
と
文
化
を
代
表
す
る
顔
」
で
あ
り
、

観
光
・
歴
史
文
化
資
源
と
の
連
携
に
よ
り
、
中
心
市

街
地
の
浮
揚
は
も
と
よ
り
、
市
全
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
市
発
足
８
年
目
に
あ
た
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
土
台
に
、
各
種
施
策
・
事

業
の
展
開
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
政

策
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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山鹿市教育委員会広報

第１７号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

明
日
を
拓ひ

ら

く　
　

教
育
の
充
実

子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
支
援
お
よ
び
不

登
校
解
消
に
向
け
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
30
人
、教
育
相
談
や
児

童
生
徒
と
家
族
・
学
校
・
地
域
と
の
間

に
入
り
支
援
を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
１
人
を
配
置
し
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
を

　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
　
　

限
り
な
い
夢
を
抱
き 

　
　
　
　
　
　

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
人
材
の
育
成

未
来
へ
の
１
ペ
ー
ジ
事
業

　
小
中
学
校
を
読
書
活
動
推
進
員
６
人

が
巡
回
し
、図
書
室
の
環
境
向
上
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
学
校
と
協
力
し
、読

書
に
親
し

む
機
会
の

提
供
を
行

い
、民
間
団

体
と
連
携

し
た
読
み

聞
か
せ
を
推

進
し
ま
す
。

学
校
規
模
適
正
化
事
業

●
山
鹿
地
区
（
山
鹿
小
・
川
辺
小
）

　 

　
平
成
25
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し

て
、
山
鹿
小
学
校
の
新
し
い
校
舎
の

建
築
を
行
う
と
と
も
に
、
統
合
準
備

委
員
会
で
新
し
い
学
校
の
校
歌
や
標

準
服
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
協
議

を
行
い
ま
す
。

●
鹿
北
地
区

　（
岳
間
小
・
岩
野
小
・
広
見
小
）

　 

　
平
成
25
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し

て
、
鹿
北
小
学
校
の
新
校
舎
や
プ
ー

ル
建
築
を
開
始
し
、
統
合
準
備
委
員

会
で
新
し
い
学
校
の
校
章
や
校
歌
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

●
菊
鹿
地
区

　（
内
田
小
・
六
郷
小
・
城
北
小
）

　 

　
現
在
の
六
郷
小
学
校
敷
地
内
で
の

開
校
を
目
指
し
て
、
統
合
準
備
委
員

会
で
新
し
い
学
校
の
校
名
や
校
章
、

校
歌
、
通
学
路
、
地
域
と
の
連
携
な

ど
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

●
米
野
岳
中
学
校
区

　（
米
田
小
・
千
田
小
・
米
野
岳
小
・
山
内
小
）

　 

　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

本市教育委員会では、教育基本計
画における施策体系のもと、平成
24年度の予算を編成しました

●
鹿
本
地
区

　（
来
民
小
・
稲
田
小
・
中
富
小
）

●
山
鹿
地
区
　（
平
小
城
小
・
三
岳
小
）

　 

　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
今
後

関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
を
検
討
し

ま
す
。

※
統
合
準
備
委
員
会
…
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
、
学
校
関
係
者
に
よ
る
組
織

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　
米
野
岳
小
や
来
民
小
の
屋
内
運
動

場
、山
鹿
中
学
校
管
理･

特
別
教
室
棟
、

鹿
北
中
学
校
管
理
棟
の
耐
震
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

読書活動推進員の読み聞かせ

鶴城中学校校舎耐震改修工事
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

　
手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
メ
タ
ボ
対
策
事
業
と
し
て
健
康
運
動

人
が
輝
く
社
会
教

育
の
振
興

青
少
年
健
全
育
成
事
業

　「
早
ね
　
あ
い
さ
つ
　
朝
ご
は
ん
」運

動
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
見
守
り
、育
て
る
た
め
に
巡
回
・
育

成
・
相
談
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、家
庭
教
育
相
談
な
ど
の
支
援
を

す
る
家
庭
教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
生
涯
に
わ

た
る
読
書
活
動
推
進
の
一
環
と
し
て
、

「
１ワ

ン

・
１ワ

ン

・
１ワ

ン

運
動
」（
１
人
・
１
週
間
に
・

１
冊
本
を
読
む
）
を
展
開
し
、
市
内
各

地
に
街
角
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
ミ
ニ
図
書
館

と
し
て
本
棚
１
本
）
を
設
置
し
ま
す
。

文
化
の
振
興
及
び

文
化
財
保
護

八
千
代
座
第
二
次
整
備
事
業

　
八
千
代
座
交
流
館
前
広
場
を
、
市
民

や
観
光
客
の
憩
い
の
広
場
、
催
し
物
会

場
の
場
と
し
て
整
備
し
、
市
内
の
文
化

芸
術
活
動
の
活
性
化
と
観
光
振
興
に
つ

な
げ
ま
す
。

方
保
田
東
原
遺
跡
保
存
整
備
活
用
事
業 

　
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て

栄
え
た
巨
大
な
集
落
遺
跡
で
あ
る
方
保

田
東
原
遺
跡
の
保
存
活
用
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
遺
跡
を
多
く
の
市
民
に
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
古
代
米
の
栽
培
体
験
や

ひ
ま
わ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
、
親
子
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
す
る
親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
を
実
施
し
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯

を
通
じ
て
運
動
が
行
え
る
機
会
・
場
所

を
提
供
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　
市
民
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
会
や
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
、
各
地
域
で
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
・
駅
伝
大
会
な
ど
、
多
種
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
活
気

あ
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

ブックスタート事業

カントリーダンス講座の発表

古代米の田植え

山鹿市民一斉ラジオ体操会

生
涯
学
習
推
進
事
業

　「
生
き
が
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」

と
な
る
公
民
館
講
座
や
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
生
涯

学
習
講
座
を
開
設
し
、
市
民
一
人
一
人

が
自
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
教

育
力
と
活
力
を
高
め
、
市
民
が
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
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全国高等学校選抜

自転車競技大会（ロード競技）

　
３
月
25
日
に
菊
鹿
町
の
あ
ん
ず
の
丘
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
全
国
高
等
学
校
選
抜

自
転
車
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
自
転
車
競
技
を
通
じ
て
高

校
生
の
心
と
体
を
鍛
え
、
友
情
の
輪
を
広
げ

る
と
と
も
に
将
来
活
躍
す
る
選
手
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
㈶
日
本
自
転
車
競
技
連
盟

と
㈶
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
男
女
合
わ
せ
て

２
１
８
人
の
選
手
た
ち
は
、
１
周
１
１
．
５

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
男
子
は
７
周
（
８
０
．

５
キ
ロ
）、
女
子
は
３
周
（
３
４
．
５
キ
ロ
）

し
、
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
、
地
域
の
方
が
た
く
さ
ん
応
援

に
駆
け
付
け
、
選
手
に
温
か
い
声
援
や
拍
手

を
送
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
コ
ー
ス
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

多
く
難
易
度
の
高
い
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て

い
て
、
完
走
で
き
た
選
手
は
男
子
が
76
人
、

女
子
が
16
人
で
し
た
。

　
県
内
か
ら
も
８
人
の
選
手
（
男
子
７
人
、

女
子
１
人
）
が
出
場
し
、
男
子
は
残
念
な
が

ら
完
走
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
女
子
は
完

走
し
12
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
今
後
、
山

鹿
市
か
ら
も
大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
輩
出

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
本
大
会
の
継
続
的
な
開

催
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
今
回
同
様
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　
　
　
　
自
転
車
競
技
大
会
実
行
委
員
会

坂道を駆け上る選手たち

スタートする女子選手 白熱のフィニッシュシーン

スタート前

沿道から選手への応援

表彰式・閉会式
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    さくら湯よもやま話⑬ 山鹿温泉のシンボル「さくら湯」の再生事業にあわせ、
「さくら湯」の歴史と思い出を連載します。

さくら湯がタイムカプセル
　４月８日㈰山鹿温泉祭の開催にあわせて、「さくら湯がタイムカプセル」と題して、先着約 300 人に「さくら湯」
の唐破風玄関の屋根瓦の下に敷く「とんとん板」に、皆さんの記念を記していただきました。

　

昨
年
、12
月
11
日
の
第
１
回
見
学
会
に
続
き
、第
２
回
目
の
見
学
会
を
３
月
18
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
会
で
は
、完
成
し
た
ら
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、木
造
建
築
の
軸
組
構
造

が
見
学
で
き
る
と
あ
っ
て
、当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、市
内
外
か
ら
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、設
計
監
理
の
担
当
者
が
「
さ
く
ら
湯
」の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、次

に
工
事
施
工
担
当
者
が
、日
本
古
来
の
木
造
建
築
の
伝
統
工
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。そ
の
後
、参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
て
、南
側
の
玄
関
か
ら
建
設
中
の
「
さ
く
ら
湯
」

の
内
部
に
入
り
、各
部
屋
を
回
っ
て
、担
当
者
か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
第
１
回
目
か
ら
続
け
て
参
加
し
た
方
も
多
く
、「
完
成
し
た
ら
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
工
程
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
！
」「
金
物
は
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
な

い
昔
な
が
ら
の
工
法
で
、改
め
て
木
造
は
き
れ
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」「
完
成
が
楽
し
み

で
、毎
日
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
写
真
を
撮
っ
て
ま
す
！
」「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
が
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
し
た
。完
成
が
楽
し
み
で
す
！
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
、第
３
回
目
の
見
学
会
は
、６
月
下
旬
に
浴
室
内
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
湯
建
設
工
事（
第
２
回
）

　
　
　
　
　
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

南側玄関の様子

建物内での説明の様子

さくら湯建設工事　市民参加型イベント

　当日は、午前 10 時からの受け付けに、50 年以上前からの「さくら湯」の常連や親子三代のファミリー、また県外から温
泉祭に来た、たくさんの方々が並び、「とんとん板」を受け取ると、名前はもちろん、好きな言葉やメッセージ、アニメのキャラ
クターや手形に足形まで、それぞれが思い思いにいろいろなことを記しました。
　皆さんに書いていただいた「とんとん板」は、瓦の下に取り付けられるため、次にこの板を見ることができるのは、おそらく
約 50 年後の瓦の葺

ふ

き替えのときになります。
　さて、どんなことが書かれているのか、50 年後をお楽しみに……！？

近所の常連や県外からのお客さまなど、たくさんの方々が参加されました

子どもたちは絵を描いたりしていました

思い思いに書かれた「とんとん板」の数々
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私たちのお金はこんな
ふうに使われます
市民１人あたり
年間46 万3,186 円

（平成24 年3 月末
　人口56,025 人で算出）

高齢者や障がい者の福
祉、子育て支援など
160,726円（34.7％）

市債（市の借金）の
返済
62,067 円（13.4％）

道路、公園、 住宅など
の整備
29,644 円（6.4％）

小・中学校、 生涯学
習など
39,834 円（8.6％）

地域づくり、戸籍や
住民票、選挙など
48,635 円（10.5％）

農林業、畜産業など
43,076 円（9.3％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など
36,128 円（7.8％）

商工業・観光など　 
13,432 円 (2.9％)
議会、予備費　
5,558 円 (1.2％)

消防団、消防設備など
　24,086円 (5.2％)

心豊かにたくましく生きる人づくり
地域づくり、国際・地域間交流、青少年健全育成、生涯スポーツの推進、
伝統芸能の保存継承など

「里山暮らし」いきいきモデル事業 400 万円
鹿北地域をモデルに、地域資源を生かした住民主体の特色ある取り
組みを支援し、里山の再生を目指します。
教育指導事業 1,033 万 1 千円
県教育事務所と連携した「夢プロジェクト」の取り組みを推進し、
時代に即した教育指導を展開します。
学校規模適正化事業（山鹿・川辺統合小学校）1 億 7,999 万 4 千円
平成２５年４月の開校に向けて、引き続き整備を進めます。

活力ある産業づくり
特産品の振興、農林業・商業の振興、中心市街地活性化対策、
企業誘致、誘客宣伝など
元気いきいき地域再生支援事業 1,078 万 1 千円
人的資源などを生かした特産品開発や６次産業化（生産から加工、
販売まで）の支援、市民との交流を通じた地域の再生を図ります。
有害鳥獣対策事業 5,264 万円
農林産物の被害を防ぐため、有害鳥獣の駆除や、防護柵などの被
害防止対策を支援します。
さくら湯再生事業 3 億 2,583 万円
観光・まちづくりの拠点として本年秋のオープンを目指し、引き続き
整備を進めます。

地域とともに支え合う暮らしづくり
国民健康保険・介護保険事業特別会計、子育て支援事業、健康づ
くり推進など
地域生活支援事業 5,183 万 7 千円
福祉ホームへの支援を拡充し、障がい者の日常・社会生活への適
応能力を養い、自立の促進を図ります。
母子保健事業 5,187 万 2 千円
訪問指導・乳幼児健診などを通じて、育児不安を解消し安心して子育
てができるよう、関係機関と子育て支援の連携を図ります。
保育環境充実支援事業 1 億 6,858 万 6 千円
私立保育所施設の環境改善を支援し、良好な子育て環境の整備を
図ります。

安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
簡易水道施設・農業集落排水施設・下水道施設・道路などの整備、
防災機能の充実など
地域情報通信基盤格差是正事業 5,357 万 6 千円
情報通信基盤の違いによる情報格差を解消するため、光ブロードバ
ンドを市内全域に整備します。
新庁舎整備事業 1 億 7,325 万 3 千円
現庁舎の問題解消と行政サービスの向上を図るため、新庁舎整備を
進めます。
防災行政無線施設整備事業 4 億 187 万 2 千円
災害時の防災情報伝達手段の一元化を図るため、防災行政無線の
整備・更新を進めます。

人と自然が共生する環境づくり
環境保全対策、リサイクルの推進、バイオマス利活用、景観の保全など
新たな循環型社会構築事業 4,715 万 8 千円
市民、事業者、行政の協働によるごみの減量化、リサイクルの推進
を図りながら、循環型社会の形成を目指します。
一般廃棄物処理施設候補地選定業務 384 万 6 千円
新たなごみ処理施設の整備に向けて、候補地の選定に取り組みます。
生ごみ堆肥化施設整備事業 7,100 万円
家庭などから排出される生ごみを堆肥化する施設を整備します。

▲ 山鹿・川辺統合小学校の整備を
進めています。

▲ さくら湯の整備を進めています。

▲ 緊急情報や防災行政情報を迅速
に提供します。

▲ 明るく元気な地域社会を築く、あい
さつ運動に取り組んでいます。

▲ 防護柵を設置し、イノシシによる
被害を防止します。
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　平成 24 年度予算が、市議会３月定例会で成立しました。
　一般会計予算額は、259 億 5,000 万円で、９特別会計と３企業会計を合
わせた合計額は 484 億 1,093 万円です。
　このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民 1 人あたりどのよ
うに使われるかをお知らせします。
※施政方針（３ページ）の全文および予算書は、３月定例会議案として情
報プラザ（市役所１階ホール）でご覧いただけます。
お問い合わせは財政課へ。（☎４３ ‐ １１１９）

★歳入（入ってくるお金）
　国や県の基準に基づき交付された
り、割り当てられた収入 ( 依存財源 )
が 200 億 6,978 万 3 千 円 で、 全 体 の
77.4％を占めています。
　主なものは、地方交付税、市債（借
入金）、国・県支出金です。
　市税など、市が自主的に収入するこ
とのできる財源 ( 自主財源 ) は 58 億
8,021 万 7 千円で、全体の 22.6％です。
そのほとんどが市民の皆さんに納めて
いただく税金です。

★歳出（支払うお金）
　歳出を経費別に見ると、義務的経費

｛人件費、扶助費 ( 医療費、各種手当
などに使われる経費 )、公債費 ( 借入
金の返済 )｝は、131 億 2,289 万 9 千
円で、全体の 50.5％を占めています。
　投資的経費｛道路や施設建設などに
使われる経費｝は、31 億 3,653 万 4
千円で、全体の 12.1％です。
　その他の経費｛補助費等 ( 各種団体
への補助金など )、物件費 ( 賃金・旅費・
備品購入費など )、繰出金 ( 特別会計
への支出 ) など｝は、全体の 37.4％を
占めています。

依

存

財

源

25,950,000 千円

自
主

財
源

22.6％

77.4％

地方交付税
   45.1％

市 債
11.0％

国庫支出金
　 10.3％

県支出金
   7.1％

0.3%｝
地方特例交付金　　　　　0.2％

株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

地方譲与税　　　　　　　1.4％
地方消費税交付金　　　　2.0％

 市 税
18.0％

0.4%｝寄附金
財産収入
繰越金

使用料及び手数料　　　1.3％
諸収入　　　　　　　　1.2％

分担金及び負担金　　　1.3％

繰入金　　　　　　　　0.4％

25,950,000 千円

そ

の
他
の
経
費

義
　務

　的

　経
　費

投資的
経費

37.4％

50.5％

12.1％

扶助費
19.4％

人件費
17.7％

公債費
13.4％

普通建設事業費
　　12.1％

物件費
12.0％

繰出金
9.4％

補助費等
14.0％

積立金・投資及び出資金　0.3％
貸付金　　　　　　　　　0.3％
維持補修費　　　　　　　1.3％

予備費　　　　　　　　　0.1％

一般会計の歳出

一部企業の収益改善や年少扶養控除の廃止などにより市税が前年比 3.6％増一般会計の歳入

定員適正化計画を上回る職員の減少などにより人件費が前年比4.3％減

平成２４年度予算

　　国民健康保険事業 77 億 2,099 万円 介護保険事業 59 億 6,127 万 1 千円　　
　　後期高齢者医療 6 億 6,362 万 8 千円 簡易水道事業 2 億 4,313 万 3 千円　　
　　農業集落排水事業 12 億 984 万 8 千円 財産区 (六郷、城北、稲田、稲田六郷) 2,082 万 2 千円　　

　　水道事業 11 億 51 万 5 千円 下水道事業 17 億 2,618 万 3 千円　　
　　病院事業 38 億 1,453 万 8 千円

 ■一般会計予算

 ■特別会計予算

 ■企業会計予算
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市 議 会 ３ 月 定 例 会
　平成 24 年（第１回）市議会３月定例会は、２月 28 日に開会し、３月 19 日までの 21 日間の日程で開かれま
した。今議会では、条例、予算など議案 44 件（条例 17 件、予算 18 件、人事案件１件、その他８件）、報告１
件および意見書案１件を審議。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆
■議案第１号　 平成 23 年度山鹿市一般会計予算（第６号）
　　　　　　　　　　　　　　　                       …可決
■議案第２号　 平成 23 年度山鹿市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）　　　　　…可決
■議案第３号　 平成 23 年度山鹿市介護保険事業特別会

計補正予算（第３号）　　　　　　…可決 
■議案第４号　 平成 23 年度山鹿市水道事業特別会計補

正予算（２号）  　　　　　　　   …可決
■議案第５号　 平成 23 年度山鹿市病院事業特別会計補

正予算（２号）  　　　　　　　    …可決
■議案第６号　 山鹿市鹿北市民医療センター条例の一部

を改正する条例　　　　　　　  　…可決
■議案第７号　 山鹿市税条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　…可決
■議案第８号　 山鹿市消防団第 16 分団拠点施設条例を

廃止する条例　　　　　　　　　 …可決
■議案第９号　 山鹿市介護保険条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　　　　　       　…可決
■議案第 10 号　 山鹿市鹿本ふれあい木香館条例を廃止

する条例　　　　　　　　　  　…可決
■議案第 11 号　 山鹿市分担金徴収条例の一部を改正す

る条例　　　　　　　　　　 　…可決
■議案第 12 号　 山鹿市工場立地法第４条の２第２項の規

定に基づく市準則を定める条例　…可決
■議案第 13 号　 山鹿市企業立地の促進等による地域にお

ける産業集積の形成及び活性化に関する
法律第 10 条第１項の規定に基づく準則を
定める条例の一部を改正する条例…可決

■議案第 14 号　 山鹿市さくら湯条例　　　　　　…可決
■議案第 15 号　 山鹿市下水道事業の設置等に関する条

例の一部を改正する条例　　　  …可決
■議案第 16 号　 山鹿市下水道条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　　　　　　    …可決
■議案第 17 号　 山鹿市農業集落排水処理施設条例の一

部を改正する条例　　　　　  　…可決
■議案第 18 号　 山鹿市立学校条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　　　　　    　…可決
■議案第 19 号　 山鹿市公民館条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　　　　　　    …可決
■議案第 20 号　 山鹿市公鹿央多目的研修センター条例の

一部を改正する条例　　　　　  …可決
■議案第 21 号　 山鹿市鹿本生涯学習・健康センター「ひだ

まり」条例の一部を改正する条例  …可決
■議案第 22 号　 山鹿市立博物館条例の一部を改正する

条例　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第 23 号　平成 24 年度 山鹿市一般会計予算…可決
■議案第 24 号　 平成 24 年度山鹿市国民健康保険事業特

別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第 25 号　 平成 24 年度山鹿市後期高齢者医療特別

会計予算　　　　　　　　　　…可決
■議案第 26 号　 平成 24 年度山鹿市農業集落排水事業特

別会計予算　　　　　　　　　…可決
■議案第 27 号　 平成 24 年度山鹿市介護保険水事業特別

会計予算　　　　　　　　　　…可決
■議案第 28 号　 平成 24 年度山鹿市簡易水道水事業特別

会計予算　　　　　　　　　　…可決
■議案第 29 号　平成 24 年度 六郷財産区特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 30 号　平成 24 年度城北財産区特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 31 号　平成 24 年度稲田財産区特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 32 号　 平成 24 年度稲田六郷財産区特別会計予算

　　　　　　　　　　　　　　　 … 可 決
■議案第 33 号　平成 24 年度山鹿市水道事業会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 34 号　平成 24 年度山鹿市病院事業会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 35 号　平成 24 年度山鹿市下水道事業会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第 36 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 37 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 38 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 39 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 40 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 41 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 42 号　財産の譲渡について　　　　   　…可決
■議案第 43 号　市道路線の認定及び廃止について…可決
■議案第 44 号　公平委員会委員の選任について  …可決

◆◇　報　告　◇◆
■報告第１号　専決処分の報告について　　　   …受理

◆◇ 意見書案◇◆
■意見書案第１号　 父子家庭支援策の拡充を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…可決
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●お問い合わせ、申し込みは　山鹿市役所 秘書課　TEL ４３−１１１２

利用しませんか！出前講座・市長と語ろう
　市では、市民の皆さんを対象に「出前講座」と

「市長と語ろう」を実施します。
　「出前講座」は、市政を分かりやすく伝えたり、
郷土の歴史や文化、生活の知恵などをお話しし
たりします。
　関心ある市政情報など、聞いてみたいテーマ
を左ページのメニューから選んで“ ご注文”くだ
さい。市の担当職員などが、直接皆さんの所にお
伺いします。
　前年度は、市民団体や社会福祉団体などか
ら、135 件の申し込みがあり、延べ3,824 人が
受講。中でも、「ごみの分別・リサイクルについて」

「正しく理解しましょう！認知症」「家庭でできるリ
ハビリ」などのテーマが多く利用されました。

　「市長と語ろう」は市政への提案や意見を聞
き、市民の皆さんとの対話を通して相互に理解
を深め、市政へ反映していくため、市長が直接
皆さんのところにお伺いします。どうぞ遠慮なく
ご利用ください。
　前年度は、行政区や市民団体から６件の申
し込みがあり、約 200 人が市長と意見交換を
行いました。
　詳しくは秘書課までお問い合わせください。

「出前講座」・「市長と語ろう」申込方法
●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
● 申し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団

体、グループなどでお申し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについては
ご遠慮ください。

● 開催時間など▷原則として下記のとおりです。ただし都合により時間などについてご相談する場
合があります。

　出前講座
　　・開催時間は１時間程度です。
　　・ 開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
　市長と語ろう
　　・開催時間は２時間以内です。
　　・ 開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
● 会場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。
● 申し込み方法▷出前講座は上記のメニューから希望テーマを選んでください。
　 開催希望日の１ヵ月前までに秘書課に直接おいでいただくか、電話または FAX で申し込みください。
※ 「市長と語ろう」は、行政に対する苦情や要望を受ける場ではありません。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
伺
い
ま
す

平成 24年度　山鹿市出前講座メニュー
分野 No 講座名 担当課

市
民
の
く
ら
し

1 地域づくりについて 企画課
2 自主防災組織育成講座 総務課
3 交通安全講座 総務課
4 市民税について 税務課
5 固定資産税について 税務課
6 山鹿市の下水道について 下水道課
7 山鹿市の水道について 水道課
8 ごみの分別・リサイクルについて 環境課
9 節電・省エネ対策について 環境課
10 景観まちづくりについて 都市計画課
11 都市計画について 都市計画課
12 消費生活相談出前講座 商工課
13 さくら湯再生について 観光課
14 観光振興の取り組みについて 観光課

市
民
の
福
祉
と
健
康

15 子どもの健康づくりについて（食生活や予防接種等） 健康増進課
16 生活習慣病予防について 健康増進課
17 健康づくりのための食生活について 健康増進課

18 男女共同参画について（男女共同参画社会づくり、セクシュアルハラスメント・ドメスティックバイオレンス） 企画課

19 糖尿病（DM）の予防・教育 市民医療センター
20 家庭でできるリハビリ 市民医療センター
21 薬の基礎知識（午後の講座のみ） 市民医療センター
22 はじめましょう！「いきいき介護予防」 介護保険課
23 正しく理解しましょう！「認知症」 介護保険課
24 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」について 介護保険課
25 障がい福祉について いきがい推進課
26 在宅高齢福祉について いきがい推進課

産
業

27 農家支援事業について（がんばる農林業チャレンジ支援等） 農林振興課
28 鳥獣害被害防止について（防護柵、電気柵支援等） 農林振興課

教
育
・
文
化

29 人権文化のまちづくり講座 人権啓発課
30 教養講座「知る」を楽しむ山鹿の歴史 文化課
31 文化財の宝石箱！山鹿の文化財 文化課
32 弥生のすごい宝が眠っている方保田東原遺跡 文化課
33 全国に誇れる文化財山鹿の装飾古墳群 文化課
34 日本一の芝居小屋八千代座の歴史 文化課
35 本物の古代に触れる市立博物館とチブサン古墳（現地研修） 文化課
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今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

色鮮やかなツツジを楽しむ来園者

温泉祭スナップ集
…山鹿温泉祭　　　　　　　　　　　　４月７〜８日

①大人も子どもも力を出し切った力くらべ綱引き大会
②市民総踊り「陽

よ う

・謡
よ う

・踊
よ う

」で優勝した鹿本高校ダンス部

③温泉の恵みに感謝する温泉祈祷祭
④清めたお湯をかけて無病息災
⑤鞠智城のキャラクターころう君もダンス
⑥子どもたちの手作りみこし

①

②

③

④

⑤

⑥

　３万５千株のツツジがある日輪寺公園でつつじ祭りが
開催され、訪れた人は色鮮やかに咲いたツツジを楽しん
でいました。
　16 日には安全祈願祭や式典が行われ、祭りの成功と
無事を祈願しました。
　期間中は午後９時まで提灯でライトアップされ、野だ
てなども行われました。
　愛媛県から訪れた清家里美さんは、「近くに宿泊して
いて、朝のニュースでつつじ祭りの事を知り、寄ってみ
ました。ツツジの株が多くてきれい。たくさん写真を撮
りました」と目を細めました。

色鮮やかなツツジがお出迎え
…日輪寺公園つつじまつり　　 　 ４月 16 日〜 30 日
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

自然の中をのんびりウォーキング
岳間渓谷ぐるっとウォーク　　　　　　　　　　　　　　４月１日
　 第５回 岳 間 渓 谷ぐ
るっとウォークが、岳間
渓谷周辺で開催されま
した。
　５回目を迎えた今年
は天候にも恵まれ、県
内 外から 420 人が 参
加しました。参加者は、
春の暖かい日差しの中
を歩き、里山に咲く花
などを楽しみました。

春の菊鹿路を駆け抜けました
第 17 回あんずの丘マラソン大会　　　　　　　　　　　３月 20 日

　「ゆっくり楽走 (らくそ
う)」を合言葉に、約
1,700 人が参加してあ
んずの丘マラソン大会
が行われました。
　今年は寒い日が続
き、アンズの花の開花
が遅れ、二部咲程の花
を眺めながら、参加者
は春の菊鹿路を駆け抜
けました。

　新穀を神々に供え、収穫に感謝する新
に い な め さ い

嘗祭に
奉献する米と粟

あ わ

の清祓祭と播種祭が行われ、関
係者約 100 人が参加して、五穀豊穣を祈る神事
を行いました。献穀事業は、民俗芸能・文化財
の保護育成や農業の大切さを広く認識してもら
う役割を果たすもので、山鹿市では 10 年ぶりに
菊鹿町番所で実施されます。
　献穀する米と粟を栽培する牛﨑純也さん・壽
子さん夫妻は、「身のひきしまる思いです。熊本
県の代表として、知恵や技術を全て注ぎ込んで
栽培したい」と決意を述べました。

五穀豊穣を祈る神事での鍬
くわ

入れの儀

新嘗祭に奉献する米と粟の豊作を祈って
…山鹿市献穀事業「清

き よ は ら い さ い

祓祭・播
は し ゅ さ い

種祭」　 ４月17日
交通事故死ゼロを目指して
春の全国交通安全運動出発式　　　　　　　　　　　　　４月６日

　ひだまりで出発式が
行われ、富田元利山鹿
地区交通安全推進会
議会長が「交通安全
意識の高揚に努めた
い」とあいさつ。式後、
幼慈園（鹿本町）の園
児や関係者が、車の運
転手にチラシや花など
を配り、交通安全を呼
びかけました。

旭日単光章（地方自治功労）
城　敏幸さん　持松（鹿央）
　旧鹿央町時代、３
期にわたり議員とし
て在籍し、議長など
を歴任。議長として
議会の円滑な運営に
尽力されるとともに、
まちの産業振興、教
育、文化、福祉の向
上のために多大な貢
献をした功績が認め
られ受章されました。

　県立ひのくに高等養護学校に通う徳丸舜
しゅん

さん（17
歳　菊鹿町長）が、2014 年にブラジルで開催され
る国際知的障がい者サッカー世界選手権大会（も
うひとつのワールドカップ）の U − 18（18 歳以下）
候補に選ばれ、中嶋憲正市長に報告に訪れました。
　徳丸さんは小学生の時にサッカーを始め、現在は
ソレッソくまもと知的障がい者サッカークラブで活躍し
ています。昨年茨城県で行われた代表選考合宿で、
高い評価を受け代表候補に選ばれ、３月 23 日から
オランダで行われた強化合宿に参加しました。
　中嶋市長から激励を受けた徳丸さんは「日本代
表に選ばれるようにがんばります」と真剣なまなざし
で話しました。
　

健闘を誓い中嶋市長と力強く握手する徳丸さん（写真右）

もう一つのワールドカップを目指して
…知的障がい者サッカー  Uｰ18　　　 ３月16日



場広の
● みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書課まで郵送または
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● 誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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ようこそ、市長室へ。市長室には、受賞報告や活動報告、
表彰式など多くの皆さんが訪問されます。その中から毎月１組を
紹介します。

出会いの輪

健
康
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

北
原
義
行

　
50
歳
以
上
の
男
女
が
対
象
で
す
。

明
る
く
、楽
し
く
、元
気
を
モ
ッ
ト
ー

に
運
動
不
足
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◦
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
１
７
９
０
‐
４
７
７
２

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー部

員
募
集

城
北
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

　
小
学
生
で
バ
レ
ー
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、ま
た
は
興
味
の
あ
る
人

は
、1
度
体
育
館
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
よ
。

◦
日
時
　
毎
週
月
・
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

◦
場
所
　
鶴
城
中
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
２
５
１
４
‐
２
３
８
２

（
高
木
）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
５
月
15
日
㈫
午
後
７
時

◦
場
所
　
夢
想
庵

◦ 
内
容
　
螢
見
物
　
バ
ス
で一ツ
目
神

社
に
行
き
ま
す
。

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

「
脳
の
健
康
教
室
」参加

者
募
集

と
も
い
き
セ
ン
タ
ー
薫
寄
堂

　
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
の
教
材
を

使
用
し
、
日
常
生
活
の
中
で
習
慣
化

す
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
・
脳
の
健

康
を
維
持
し
ま
す
。

◦
日
時
　
毎
週
水
曜
日（
９
月
ま
で
）

不
登
校
・中
退
し
た
方
な
ど
の

進
路
学
習
相
談
会
＋
学
習
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

く
ま
も
と
学
習
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
基
礎
学
力
に
不
安
の
あ
る
方
や
、

進
路
に
つ
い
て
悩
み
の
あ
る
方
な
ど

話
を
伺
い
プ
ラ
ス
に
な
る
方
向
性
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
習
会

で
は
、
復
学
や
進
学
の
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
め
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

◦
日
時
　
第
２
・
４
金
曜

　
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

◦
場
所
　
中
央
公
民
館

◦
費
用
　
無
料

◦
対
象
　
現
在
不
登
校
の
方
、
高
校

　
を
中
退
し
た
方
、
ひ
き
こ
も
り
の

　
方
、
保
護
者
な
ど

　
午
前
10
時
〜
正
午

◦
場
所
　
と
も
い
き
セ
ン
タ
ー
薫か

よ
い
ど
う

寄
堂

　
　
　
　
方
保
田
３
６
３
６
‐
２

◦
参
加
者
　
山
鹿
市
に
住
む
65
歳
以

　
上
の
人
（
送
迎
可
）

※
別
途
参
加
費
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
36
‐
９
５
９
２

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
し
ま
せ
ん
か

山
鹿
Ｆ
Ｃ
Ｊ

　
市
内
外
の
年
中
か
ら
６
年
生
で
毎

週
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

体
験
・
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
Ｕ
12
（
4
年
〜
6
年
）

火
・
木
曜
日
　
午
後
7
時
〜
９
時

◦
場
所
　
オ
ム
ロ
ン
鹿
陽
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◦
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

◦
月
会
費
　
５
、０
０
０
円

◎
Ｕ
9
（
年
中
〜
3
年
）

土
曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

◦
場
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
山
鹿
湯
ノ
瀬
川
公
園

◦
月
会
費
　
３
、０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先

Ｕ
12
　
堤

☎
０
９
０
‐
１
３
４
４
‐
２
１
９
６

Ｕ
９
　 

北
本

☎
０
９
０
‐
４
９
９
４
‐
９
５
４
５

※
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
２
８
５
‐
７
４
６
１

　３月 19 日に米田小学校の５年生の全児童 15 人が、
学校田で育てたもち米の収益金を、義援金として「東
日本大震災の復興支援に役立ててほしい」と中嶋憲
正市長に託しました。
　米田小学校の５年生は学校田での米作り活動とし
て、毎年もち米を作っています。今年もできあがっ
たもち米をお餅や赤飯にしてバザーで販売しました。
　販売で得た収益金の使い方をみんなで考えた時
に、１年前に東北地方の津波の映像などを見て
ショックを受け、この災害で同じ小学生が尊い命を
亡くしたり、親や家族を亡くしたりしたと聞いて、
悲しい気持ちになったことを思いだしました。
　また、東日本大震災から１年がたち、被災地に対
して支援の輪が広がっていることもあり、直接被災
地に行ってお手伝いをすることはできないけれど、

東日本大震災の復興支援に役立ててください。
助け合いの輪の中に入って、少しでも力になりたい
との思いから、収益金を義援金として使うことに決
めました。

中嶋市長に義援金を渡す児童たち



大募集！ み なんx
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株
式
教
室サ

ー
ク
ル
会
員
募
集

　
実
践
「
株
式
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」著
者

と
の
勉
強
会
で
す
。ネ
ッ
ト
投
資
術
の

や
り
方
を
学
び
ま
す
。

◦
日
時
　
５
月
13
日
㈰
午
後
１
時

　
　
　
　
月
２
回
（
３
カ
月
）

◦
場
所
　
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

◦
定
員
　
15
人

◦
申
込
期
限
　
５
月
12
日
㈯

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
７
５
３
１
‐
５
１
６
２

（
古
閑
）

市
民
に
よ
る「
山
鹿
新
発
見
」

夕
べ
の
集
い

山
鹿
を
一
大
観
光
地
に
す
る
市
民
の
会

　「
山
鹿
の
魅
力
を
新
発
見
し
、
山

鹿
を
元
気
に
す
る
」
そ
ん
な
市
民
の

集
い
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
み
ん
な

で
山
鹿
を
盛
り
上
げ
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト

で
す
。
11
月
の
さ
く
ら
湯
再
生
と
い

う
注
目
さ
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

◦
日
時
　
５
月
12
日
㈯
午
後
６
時

◦
場
所
　
温
泉
プ
ラ
ザ
商
店
街

　
　
　
　
３
階
イ
ベン
ト
ホ
ー
ル

◦
内
容
　
各
プ
ロ
ジェ
ク
ト
に
分
か
れ

　
て
の
意
見
交
換

◦
プ
ロ
ジェ
ク
ト

「
し
あ
わ
せ
山
鹿
」・「
着
物
で
散
策

す
る
山
鹿
」・「
町
な
か
を
劇
場
に
す

る
」・「
明
る
い
商
店
街
づ
く
り
」・「
観

光
で
元
気
な
町
山
鹿
」

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

絵
本
学
会
in
山
鹿

　
絵
本
作
家
（
長
野
ひ
で
子
・
飯
野

和
好
・
さ
さ
め
や
ゆ
き
・
中
川
ひ
ろ

た
か
・
あ
べ
弘
士
・
長
谷
川
義
史
・

内
田
麟
太
朗
・
黒
田
征
太
朗
他
多
数
）

が
八
千
代
座
に
や
っ
て
く
る
！

◦
日
時
　
６
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
内
容
　
絵
本
作
家
に
よ
る
お
芝

居
・
研
究
発
表
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
要
事
前
予
約
）

☎
０
８
０
‐
２
７
０
８
‐
５
９
７
８

風
吹
き
か
ら
す
（
大
坪
）

被
災
地
、
宮
城
県
名
取
市

研
修
を
終
え
て

鹿
本
農
業
高
等
学
校

　
震
災
復
興
応
援
と
し
て
、昨
年
７
月
か

ら
保
育
園
や
学
校
、山
鹿
市
商
工
会
な

ど
の
皆
さ
ん
と
「
復
興
応
援
大
豆
」の
栽

培
に
取
り
組
み
、１
０
０
０
袋
の
「
大
豆

粉
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミッ
ク
ス
」が
完
成
し

ま
し
た
。そ
こ
で
、３
月
26
日
か
ら
28
日

に
宮
城
県
を
訪
問
し
、名
取
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
届
け
ま
し
た
。福
祉
施
設
や

仮
設
住
宅
で
は
「
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョン

で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
」と
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
、良
かっ
た
と
実
感
し

ま
し
た
。宮
城
農
業
高
校
の
仮
設
校
舎
で

は
、一緒
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
り
、交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、実
際
に
被
災
地
に
行
っ
て

み
る
と
報
道
で
は
伝
わ
ら
な
い
、津
波

や
地
震
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
、復
興
活
動
を
今

回
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、地
域

や
後
輩
た
ち
に
私
た
ち
が
見
て
き
た

こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
、私
た
ち

農
業
高
校
生
が
で
き
る
応
援
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ラ
ス
鹿
本

　
石
の
か
ざ
ぐ
る
ま
友
好
都
市
の

四
万
十
町
と
高
梁
市
の
合
唱
団
が
来

訪
し
て
の
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

◦
日
時
　
５
月
26
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演

◦
場
所
　
鹿
本
町
　
ひ
だ
ま
り

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
７
０
６
２

♡メッセージ
お兄ちゃんと仲よく元気に大きく
育ってね。♡メッセージ

お兄ちゃん、仲良く
遊んでね！

  　ふるた　　　しぶき

古田　幸吹ちゃん
（H23.10.12 生まれ）

下内田（菊鹿）

     ひらの         あいの

平野　藍乃ちゃん
（H20.8.2 生まれ）

古閑（山鹿）

掲載を希望する人は、写
真とメッセージ・住所・
氏名・生年月日を書いて、
山鹿市役所秘書課へ郵送
するか持参してください。
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◆市◇民◆文◇芸◆

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
作
品

一
斉
に
芽
吹
き
し
山
椒
生
き
い
き
と
朝
の
光

の
照
り
透
る
な
り
　
　
　
　
　
黒
田
　
衣
子

平
穏
の
わ
が
里
に
し
て
峠
路
の
桜
咲
く
蔭
に

し
ば
ら
く
休
む
　
　
　
　
　
　
片
山
　
陽
子

べ
ょ
ん
と
沈
み
ぽ
こ
ん
と
浮
き
出
て
月
と
雲
追
ひ

か
け
っ
こ
に
わ
れ
も
加
は
る
　
森
田
　
洋
子

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

凍
て
付
き
し
地
面
持
ち
上
ぐ
小
さ
な
芽
春
の

温
も
り
地
下
よ
り
届
く
　
　
　
有
働
サ
ツ
キ

霜
の
朝
お
じ
き
し
て
い
る
パ
ン
ジ
ー
に
寒

か
っ
た
ね
と
腰
ま
げ
声
か
く
　
森
　
　
道
子

東
北
に
元
気
送
る
と
歌
う
子
の
口
の
開
き
に

願
い
の
こ
も
る
　
　
　
　
　
　
東
　
よ
り
子

鹿
本
町
短
歌
会　

三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

集
い
た
る
今
日
の
ひ
と
日
の
う
ら
ら
か
さ
絆

の
中
に
笑
顔
の
映
え
て
　
　
　
平
野
　
和
子

人
棲
ま
ぬ
庭
に
芽
吹
き
し
蕗
の
と
う
一
人
夕

餉
の
膳
に
添
え
た
し
　
　
　
　
水
町
千
鶴
子

軽
や
か
に
ペ
タ
ル
踏
み
ゆ
く
黒
髪
の
少
女
に

届
け
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
春
　
　
本
田
眞
智
子

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

互
選
句

風
呂
場
か
ら
　
タ
オ
ル
一
ツ
で
出
る
電
話

　
中
島
　
絢
子

植
木
市
で
　
値
切
っ
て
買
う
た
苗
は
枯
れ

　
荒
平
　
　
峠

男
の
料
理
　
焼
酎
ん
肴
は
ま
か
せ
と
け

　
鶴
川
　
哲
山

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

木
村
圭
吾
選

と
て
も
効
く
　
こ
め
か
み
に
梅
張
っ
と
ら
す

小
水
流
繁
富

ど
っ
こ
い
　
上
に
は
上
が
お
ら
す
バ
イ

古
里
イ
ツ
代

ほ
う
ら
見
ろ
　
ケ
ー
キ
が
み
ん
な
体
脂
肪

平
野
　
良
子

自
惚
れ
て
　
紅
白
粉
で
若
返
り

田
木
　
京
花

晴
れ
晴
れ
と
　
初
孫
抱
い
て
宮
参
り三

代
ミ
ン
子

新
谷
不
動
選

晴
れ
晴
れ
と
　
三
代
揃
い
渡
り
初
め中

川
　
　
幸

近
ま
っ
て
　
腹
蹴
り
あ
ぐ
る
優
良
児落

合
　
万
吉

ほ
ぅ
ら
見
ろ
　
愛
だ
恋
だ
と
と
ぼ
く
ん
な

田
代
　
楽
城

ど
っ
こ
い
　
見
る
と
聞
く
と
は
大
違
い

稗
田
　
　
恵

自
惚
れ
て
　
片
想
い
に
も
気
の
つ
か
ん

小
野
三
ツ
葉

　
　
　
　
　

鹿
本
町
俳
句
教
室　

 

三
月
例
会

利
光
釈
朗
選

啓け
い
ち
つ蟄

や
明
る
い
声
の
集
り
来

　
小
原
　
洋
子

人
影
も
無
き
参
道
の
落
椿

坂
本
　
礼
子

雨
粒
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
春
の
音藤

永
　
郁
代

山
鹿
俳
句
会　

三
月
例
会

利
光
釈
朗
選

海
苔

の
た
ゆ
と
う
波
や
有
明
海
　

　
　
　
坂
田
　
貞
子

春
風
や
榾
木
打
つ
音
軽
や
か
に

　
　
　
朝
倉
　
一
敬

鍵
盤
の
男
の
子
の
指
や
春
来
た
る
　本田

　
孝
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

手
習
ひ
の
文
字
の
不
揃
い
寒
も
ど
り
　

　
　
　
酒
井
　
睦
美

花
曇
り
山
の
麓
の
竹
揺
ら
ぐ

内
古
閑
ひ
と
み

春
雷
や
単
身
赴
任
の
子
の
便
り　

吉
里
千
鶴
子

新
人
俳
句
講
座　

木
村
圭
吾
選

乳
飲
み
児
や
桃
に
勝
り
て
香
り
お
り
　

　
　
　
坂
本
　
明
子

福
寿
草
律
義
な
父
の
花
便
り　

　
　
光
永
　
紀
子

老
二
人
縁
側
の
茶
春
温
し
　　

　
原
　
ケ
イ
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

朝
焼
に
た
な
び
く
雲
の
移
ろ
ふ
を
眺
む
る
今

朝
の
目
覚
め
さ
わ
や
か
　
　
　
上
妻
千
佐
子

今
日
ひ
と
日
仕
忘
れ
し
こ
と
有
り
や
無
し
そ
っ

と
み
胸
に
掌て

を
の
せ
眠
る
　
　 

鬼
木
　
芳
子

夕
闇
に
飛
行
機
飛
ぶ
を
見
上
げ
つ
つ
想
ひ
は

遠
き
も
の
に
高
鳴
る
　
　
　
　
清
田
芙
佐
江

あ
ぢ
さ
ゐ
歌
会　
四
月
詠
草

刀
折
れ
矢
盡
き
さ
ぶ
れ
し
蓮
沼
に
霞
立
ち
た

り
鳰に

ほ

の
番つ

が

ひ
も
　
　
　
　
　
　 

関
　
ケ
イ
子

む
づ
か
り
て
夜
泣
き
す
る
赤こ子
に
似
た
る
か
な

右
膝
疼
き
夜
半
を
醒
め
を
り
　
横
尾
　
ト
シ

春
の
風
住
む
人
も
な
き
軒
先
に
紅

く
れ
な
ゐゆ

ら
す
花
の

椿
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鶴
田
　
美
昭

鹿
北
短
歌
会　

四
月
詠
草

街
に
住
む
子
等
に
季
節
を
送
ら
む
と
春
陽
背

に
し
て
ク
レ
ソ
ン
を
摘
む
　
　
西
牟
田
節
代

春
雷
の
あ
し
た
さ
つ
ま
路
旅
ゆ
け
ば
桜
吹
雪

の
風
の
つ
め
た
さ
　
　
　
　  

田
中
　
和
子

両
の
手
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
思
い
出
と
ね
ぎ
ら
い

う
れ
し
く
ヘル
パ
ー
職
辞
す
　  

貞
熊
喜
美
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

 

四
月
例
会

ど
こ
ま
で
も
続
け
と
願
う
桜
道

鬼
塚
　
典
和

一
ひ
ら
の
桜
花
び
ら
そ
っ
と
散
り大

薗
美
奈
子

桜
舞
い
旅
立
つ
我ま

ご孫
よ
夢
散
る
な原

口
　
知
子
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⃞▶草木染めと小物展　江藤朝子さん（鹿央町）
　期間　５月１日㈫〜 15 日㈫　
　時間　10：00 〜 17：00

⃞▶竹工芸展　相川博さん（山鹿市）
　竹で編んだ籠など 50 点展示します。
　期間　５月 16 日㈬〜 31 日㈭
　時間　10：00 〜 17：00
問 ｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
　☎ 36 ‐ 3838（月曜日定休）

⃞▶出口貴子、星子喜代美二人展
　 風景や花、人物などの葦ペン画、アクリル画、
　 油絵を展示します。
　 期間　５月１日㈫〜 15 日㈫（日曜日定休）
　 時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）　

⃞▶二の２乗展　福嶌誠一・あけみ、山口幸富・明子
　 山鹿市在住の夫婦２組の作品展です。
　 水彩、油彩、パソコン画を展示します。
　 期間　５月 16 日㈬〜 31 日㈭（日曜日定休）
　 時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）
問パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
　☎ 44 ‐ 4835

新着図書ピックアップ《今月は鹿北公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
鹿本図書館　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北教育分室　　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿教育分室　　　☎ 48 ｰ 3111
鹿央教育分室　　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
��鹿本図書館　　　　【鹿本】　中央公民館図書室　【中央】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【鹿本】
【中央】
【鹿北】
【菊鹿】

【鹿本】
【中央】
【鹿北】

【鹿本】
【中央】
【鹿北】

ねえ、委員長
市川拓司 / 著　幻冬舎

　品行方正・成績優秀な学級委
員長のわたしと、小説を書き始め
た落ちこぼれの鹿山くん。実らな
かった初恋が、時空を超えていま
の自分に届く。表題作をはじめ全
３編を収録。『パピルス』掲載に
書き下ろしを加えて書籍化。

　老盗
と う ぞ く

賊が最後の大仕事として狙
うのは、あの火盗改、長谷川平蔵。
弟の仇を討つべく、深編笠を被っ
た「平蔵」と対峙するが ･･･。鮮
烈かつ強

き ょ う じ ん

靭な新平蔵を描き出す、
ハードボイルド連作中篇集。『オー
ル讀物』掲載を単行本化。

平蔵の首
逢坂剛 / 著　文藝春秋

まわるおすし
長谷川義史 / 著　ブロンズ新社

　お父さんの給料日。ぼくたち家
族は、まわるおすしを食べにきた。
お父さんからのサインを見落とさな
いようにしながら、ぼくたちは好き
なおすしを取っていき…。おすし
を前にくり広げられる家族の駆け
引きをユーモラスに描く。

催しスケジュール
中央公民館和室（移転先）
・おはなし会
　日時▷５月23日㈬　午後３時から
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷�５月12日㈯・19日㈯・26日㈯
　　　　　　　　  　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷�５月8日㈫・15日㈫・22日㈫
　　　　　29日㈫　　 　　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷�５月8日㈫・15日㈫・22日㈫
　　　　　29日㈫　　 午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷５月28 日㈪
鹿本図書館
　▷５月1日㈫・３日㈷〜５日㈷・７日㈪
　　14日㈪・21日㈪・28日㈪・31日㈭
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日
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鹿
央
町
上
千
田
地
区
に
、
四
百
年
以
上
昔
か
ら
続
く
と
言
わ

れ
る
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
祭
り
『
バ
ー
サ
ラ
ン
ダ
祭
り
』

が
あ
り
ま
す
。
祭
り
が
行
わ
れ
る
場
所
は
地
元
で
は
、「
お
天

神
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
、
梅
の
木
を
ご
神
木
と
し
て
い

る
上
千
田
天
満
宮
で
す
。

　
天
神
（
菅
原
道
真
公
）
は
一
般
的
に
は
学
問
の
神
様
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
上
千
田
天
満
宮
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
病
除よ

け

を
願
う
子
ど
も
た
ち
の
お
百
度
あ
げ
（
参
り
）
で
あ
る
『
バ
ー

サ
ラ
ン
ダ
祭
り
』
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
言
い
伝
え
で
は
、
そ
の
昔
、
上
千
田
地
区
に
疫
病
が
流
行
し
、

死
人
も
出
て
子
ど
も
た
ち
も
皆
感
染
し
て
困
っ
て
い
た
時
、
そ

の
こ
と
を
哀
れ
に
思
っ
た
通
り
が
か
り
の
山
伏
が
天
満
宮
に

籠こ
も

っ
て
疫
病
の
退
散
を
願
い
「
バ
ー
サ
ラ
ン
ダ
、サ
ー
ラ
ン
ダ
」

と
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
祈き

と

う祷

を
し
た
と
こ
ろ
、
疫
病
が
治

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
来
こ
の
祭
り
が
始

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
祭
り
は
、
毎
年
七
月

二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

腰
に
注し

め

な

わ

連
縄
を
巻
い
た
男
の

子
た
ち
（
昔
は
全
裸
）
が
、

ま
ず
拝
殿
で
正
座
し
て
年
配

の
人
の
話
し
を
聞
き
、
お
参

連載第79回

年配の方の話を聞く子どもたち

バ
ー
サ
ラ
ン
ダ
祭
り

（
山
鹿
市
鹿
央
町
）

利
益
が
あ
る
と
勧
誘
す
る

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

　「
悩
み
を
聞
く
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
ポ
イ
ン
ト

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
」、
資
産
家
等
を
名
乗
る

人
物
か
ら
「
あ
な
た
に
高
額
の
資
金
援
助
を
す
る
た

め
に
手
続
き
が
必
要
だ
」
等
と
い
う
、
メ
ー
ル
や
広

告
や
チ
ラ
シ
、
内
職
情
報
サ
イ
ト
等
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
て
、
メ
ー
ル

交
換
を
行
い
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
利
用
料
等
を
支

払
っ
た
も
の
の
、
収
入
や
仕
事
は
得
ら
れ
な
い
と
い

う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 「
お
金
を
あ
げ
る
」「
簡
単
に
高
収
入
」
等
の
メ
ー

ル
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
将
来
得
ら
れ
る
と
い

う
収
入
を
前
提
と
し
た
支
払
い
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

●
　 

メ
ー
ル
交
換
や
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
度
に
サ
イ
ト
利
用
料
が
発
生
す
る
仕
組

み
（
都
度
課
金
）
の
場
合
は
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄

り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
各
地
の
弁
護
士
会
等
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

り
し
た
後
、「
バ
ー
サ
ラ
ン

ダ
、
サ
ー
ラ
ン
ダ
」
と
唱
え

な
が
ら
石
段
を
駆
け
降
り
、

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
千
田
川
ま
で
行
き
、
川
で

お
清
め
を
し
て
、
拳
ほ
ど
の

石
を
一
個
（
現
在
は
二
個
）

拾
い
天
満
宮
ま
で
走
っ
て
拝

殿
に
お
供
え
し
ま
す
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
、
石
が
み
ん
な

で
百
個
に
達
す
る
と
、
一
同

揃
っ
て
健
康
と
学
業
成
就
を
願
っ
て
お
参
り
し
ま
す
。
石
は
ご

神
木
の
根
元
に
納
め
、
腰
の
注
連
縄
は
、
拝
殿
前
の
梅
の
木
の

枝
に
投
げ
上
げ
て
祭
り
が
終
わ
り
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
は
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
配
ら
れ
ま
す
。

　
以
前
は
、
地
元
の
男
の
子
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
近
隣
の
地
区
の
子

ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
十
人
ほ
ど
で
ど
う
に
か
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　『
バ
ー
サ
ラ
ン
ダ
』
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
不
動
明
王
の
真し

ん
ご
ん言
（
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
に
よ
る
呪
文
）
が
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
鹿
北
町
岩
野
の
鏡き

ょ
う
か
ん
ぼ
う

観
坊
の
宝ほ

う
き
ょ
う篋
印い

ん
と
う塔
（
お
墓
）

の
由
来
に
も
「
バ
サ
ラ
ン
ダ
、
バ
サ
ラ
ン
ダ
」
と
唱
え
て
無
病

息
災
を
祈
祷
し
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
鏡
観
坊
と
同
様
に
不
動

明
王
を
信
仰
し
て
い
た
山
伏
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

紹
介
者

　
山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

　
　
江
藤 

文
彦
さ
ん

　
　
　
　（
鹿
央
町
千
田
）

文
鹿央総合支所

千田小学校

　上千田天満宮
（バーサランダ祭会場）

国道３号

県
道
5
5
号

千
田
川

文
米野岳中学校

川から天満宮へ石を運び上げる様子

バーサランダ祭（上千田天満宮）位置図



19　2012.5.1　広報やまが

温故知新 山鹿の歴史などを知り、新しい山鹿を発見してもらうページです

５月

開催日 行　事　名 時間 料金
９日㈬ 休館日 − −

12 日㈯ 宮沢和史コンサート
寄り道四十七次〜花鳥風月〜 日中 有料

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ（☎４４‐４００４）

子供カブキ教室受講生募集
　八千代座でカブキをしてみませんか。
歌舞伎役者の中村又蔵先生に教えていただきます。
● 期間　平成 24 年６月〜平成 25 年２月
　　　　開講式６月 10 日㈰
● 対象　保育園から中学生まで
● 参加費　5,000 円
問山鹿市民歌舞伎の会　☎ 090 ‐ 2501 ‐ 7251

チヨマツ

原田　解
さとる

さん
　日本民俗音楽会の理事を務
め、民謡研究で著名な原田さんは
平成21 年10 月から「大使」に就
任され、雑誌への寄稿やラジオ放
送などで山鹿市をとりあげていた
だいています。
　山鹿が大好きだという原田さんに、山鹿市への思いを
語っていただきました。

『「鹿北茶山唄全国大会」の審査で、山鹿市に足しげく通
うようになってから20 年余り、私はこのまちの風土や歴史
の素晴らしさに魅かれ、今回「大使」の大役を、お引き受
けすることになりました。これまで出会った多くの人や伝
統文化との絆を大切にしていきたいと願っています。これ
も尽きることのない「温泉パワー」がもたらす地域力でしょ
う。「みんなで歩けば道になる」頑張りましょう。』
　原田さんには今後もますますご活躍いただきます。

「ふるさとやまが大使」通信
　真剣に結婚を考えている人（山鹿市に居住する人、
または結婚後に山鹿市に住みたい人）を対象に、肝い
りどん（結婚サポーター）が、結婚相談・支援活動を行っ
ています。興味をお持ちの方は気軽にご相談ください。
〜私たちがサポートします〜  肝いりどんの紹介
渡邊　吉隆 （鹿校通）　☎ 44-4581

　登録された方を家族と思って活動して
います。力を合わせて、一歩ずつ確かめ
合って、前向きに頂点を目指しましょう。

続　順子（鹿央町合里）　☎ 36-3501
　一日笑顔で過ごせるよう心がけ、人とのふれ
あいを大切にしています。結婚を望んでいらっ
しゃる方のお役に立てるように、と考えていま
す。さぁー皆さん一歩踏み出してみませんか？

【問い合わせ先】企画課　☎４３－１１１４

『やまが肝いりどん』通信

近代の山鹿を築いた人たち
シリーズ　05

衛
兵
二
弥
山
遠と
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 や
ま

 や

じ

べ

え

　湯の口ため池ができ
たおかげで、数10町（１
町は約１ヘクタール）の
新しい田が開田されて
数百町にわたる水田に
水がいきわたるように
なった。

公
共
事
業
の
父
〜
湯
の
口
た
め
池
の
築
造（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
七
）

　その昔、山鹿市の三玉地区で
は水不足に悩み、日照りの年に
は米がとれず村人は大変苦しん
でいた。地域の役人だった遠山
弥二兵衛は、そのような苦境に
あえぐ村人を救うために、大きなため池をつくるこ
とを思い立ち、幾多の苦難を乗り越えて遂に 50 万
トンもの水をためることが出来る「湯の口のため池」
を完成させた。これにより、蒲生地区をはじめ、御
宇田・方保田・古閑・中村・日置・白石などの各地
域が恩恵を受け、新しい水田が 76 ヘクタールほど
開発され、多くの村人の生活が豊かになった。



つどいの広場 ( おさか童夢 )　   ☎43 ‐1155
第一児童館　　　　　　　　☎43 ‐1128
中央児童センター　　　　　☎44 ‐0057
児童センター　　　　　　　☎46 ‐4441
鹿本児童館　　　　　　　　☎46 ‐4455

山鹿子育て支援センター　　☎ 43 ‐ 1270
鹿北子育て支援センター　　☎ 32 ‐ 3194
菊鹿子育て支援センター　　☎ 48 ‐ 4660
鹿本子育て支援センター　　☎ 46 ‐ 2635
鹿央子育て支援センター　　☎ 36 ‐ 2150

小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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平成 24 年度全国総合文化祭出場 !!
第 22 回熊本県高等学校郷土芸能発表会「最優秀賞」

郷土芸能伝承部
　毎年「山鹿灯籠ま
つり」や「春のくま
もとお城まつり」な
ど年間 40 回のイベン
トなどに招待してい

ただき、県内外で山鹿灯籠踊りを披露しています。
　今年８月には富山県で開催される「第 36 回全国高等
学校総合文化祭とやま 2012」に熊本県代表として出場
します。これからも熊本・山鹿の伝統を継承し、全国
に伝えていきます。

販売決定！米粉
「くまモンロール」

食品工業科・食品加工部
　昨年 10 月「くまもと米
粉フードコンテスト 2011」
で最優秀賞を受賞した「く

 ●鹿本農高データ●　森下久男校長　生徒数 399 人

まモンロールケーキ」が、米粉フード専門店『Ｍｏｕｎ
Ｄ　ＷａｓＡ（マウンドワーサ）熊本市新市街店』でつ
いに販売が決定しました。生徒たちの思いの詰まった
ロールケーキです。

地域資源の活用　竹の堆肥化への挑戦！
バイオ工学科・バイオ研究会

　山鹿市は全国有数のタケノコの産地です。しかし、
後継者不足などで竹林の荒廃が進んでいます。そこで、
山鹿市や地元企業、農業生産者と連携した「竹の堆肥
化プロジェクト」に取り組み、昨年８月の高校生バイ
オサミット（山形県）でも優秀賞を受賞し、今年度は
本格的な堆肥生産に着手し、地域に普及していく計画
です。

　本校は、平成 25 年度に創立 100 周年を迎えます。
これまでの伝統を引継ぎながら、新しいことに挑戦し
続けます。

地域文化の伝承と新たな挑戦 !!鹿本農業高等学校

離乳食スタート！

今年も待ってるよ !!
みんなであそＢＯＹ
５月と７月に開催予定。詳しくは
チラシで！

離乳食のめやす　初期（５〜６カ月）トロトロ状態　  １日１回食
　　　　　　　　中期（７〜８カ月）ベタベタ状態　  １日２回食
　　　　　　　　後期（９〜 13 カ月）ボソボソ状態   １日３回食

（めやすは個人差がありますのでお子さんの舌の動きで変わります）

おいしいね！モグモグ・ゴックン上手にできるね♪
ママや家族の笑顔がいっぱいの温かい雰囲気が
いちばんの味付けです（菊川佐和子栄養士より）

〜ちょこっとアドバイス〜 まずは、ママ自身がリ
ラックスして離乳食タイ
ムを楽しんでね！

♣味付けは中期までは必要ありません。
　昆布・かつお・いりこ・干ししいたけの天然だしの味を赤ちゃんに
　しっかり覚えてもらいましょう。
♣離乳食はお腹がすきすぎる前に
　赤ちゃんがお腹をすかせすぎるとおっぱいの方が良いので機嫌が悪
　くなりがちです。タイミングよく食べさせましょう。
♣赤ちゃんの幸せは親が健康でなくてはかなえられません。バランス
　の良い食事をしましょう。



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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社会福祉法人平成会「やはた保育園」
になり２年目を迎えます

やはた保育園☎ 43− 1157
　いつも子どもたち
は、いろいろな体験
をするためにバスで出
かけます。特に、鹿
北の老人ホームあや
すぎ荘では、１歳から
５歳の子どもたちとお
年寄りが、絵本を見

たり、餅つきをしたりして楽しんでいます。また、感動する体
験をたくさんしてほしいとの思いから、自然の中に出かけ、
川遊びや山登りにも挑戦します。いろいろな体験をすること
で、仲間作りにつながっているようです。５月は、５歳児が
鞍岳登山と不動岩探索に挑戦します。

 ●城北小学校データ●　角田憲隆校長　児童数 108 人

　平成 23・24 年度の２カ年にわたり、熊本県教育委員会
指定、社団法人日本歯科医会・熊本県歯科医師会の依
嘱を受け「歯・口の健康づくり」推進校として、研究・実
践に取り組んでいます。
　本校の教育目標「心豊かに　たくましく　自ら学ぶ子ども
の育成」を目指して、『自分の体に関心をもって　健康づく
りを実践していく子どもの育成　「歯・口の健康づくり」を
通して』と研究主題を設定し、生涯にわたって自ら健康づく
りを実践できる資質や能力を育成するための効果的な歯科

保健活動の在り方となるように、研究を進めています。
　実践を積み上げる中で子どもたちの「歯・口の健康づくり」
に関する知識・技能及び意識は高まってきており、主体的・
継続的に取り組む姿が見られるようになってきました。
　平成 24 年 11 月 22 日㈭に研究発表会を開催します。子
どもの学ぶ姿や保護者・地域との連携などでの実践を発
表できたらと思います。多数の参加をお待ちしています。

歯・口の健康づくりを通して「心豊かに　たくましく
自ら学ぶ子どもの育成」をめざしています城北小学校

楽しかったおわかれパーティー
岳間保育園☎ 32− 2459

　毎年３月に行っていたお別れパーティーに、今年は初の
試みで年長さんのお家の方も招き、思い出親子クッキン
グをひらきました。各クラスごとに料理する担当を決めて、
年長さんとお家の方にはメインのハンバーグと、子どもた
ちが肥料袋で育てた大根を使った大根サラダを作っても
らいました。今年も生ごみ堆肥作りに取り組み、元気大
根がとれました。自分の畑（肥料袋）でとれた大根をうれ
しそうに切ったり、ハンバーグをこねたり、子どもたちもお
家の方も笑顔が絶えず心温
まるひとときでした。“これお
母さんと作ったとばい ”と自
慢気にハンバーグと大根サラ
ダをごちそうしてくれ、また思
い出が１つ増えた年長さん３
人組でした。

６ちゃんのみがきかたをかんがえよう（学級活動） 自分にあった磨き方を見つけよう（授業参観）

鞍岳登山

あやすぎ荘での交流



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
（24 年 1 月生）
７・８か月児健診

（23 年 9 月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

１歳６か月児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、22 年 9 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
〔山鹿（三玉を除く）・鹿
北・鹿央、24 年 1 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

ポリオ集団予防接種
【山健福】

13:30 〜 14:30 受付

３歳児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、21 年1 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

20 21 22 23 24 25 26
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

７・８か月児健診
〔山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、23 年 9 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

ポリオ集団予防接種
【ひだまり】

13:30 〜 14:30 受付

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿本、
21 年1 月生 )
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

27 28 29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿本、
22 年 9 月生 )
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿 央 公】　鹿央公民館
【鹿北市民】　鹿北市民センター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンターひだまり５健康カレンダー

月

●
こどもの日

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦妊娠証明書
◦印鑑
◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い
場合は、相談に応じますのでご連絡く
ださい。

● 憲法記念日 ● みどりの日

献血にご協力ください
【献血日】５月 31㈭
◦山鹿警察署　受付時間　９：30 〜 11：30
◦山鹿健康福祉センター
　　　　　　　受付時間　13：00 〜 15：30

ヘルスメイト（食生活改善推進員）養成講座受講生募集
　バランスのとれた食事は健康の基本です。自らの健康状態や生活習慣病の予防方法を知ることのできる講座へ参加して、
健康や食生活について学び、ヘルスメイト（食生活改善推進員）になって、講座で得た知識を家庭や地域で生かしてみ
ませんか？
●募集人数　30 人（定員になり次第締め切り）　　●受講料　無料　※ 調理実習の際は米 0.5 合を持参してください。
●時間　午前 9 時 30 分〜
　　　　午後 1 時
●場所　山鹿健康福祉センター
●対象　山鹿市在住の人
●申込期日　５月 31 日㈭まで
●申し込み・問い合わせ先
健康増進課　☎４３‐００５０

平成 24 年度カリキュラム
開　催　日 内　　　　　　　　容 場　　　所

    6 月８日㈭ 開講式 山鹿健康福祉センター
  7 月 12 日㈭ 食中毒予防 山鹿健康福祉センター
  8 月 16 日㈭ 子どもの健康と食事 山鹿健康福祉センター
  9 月 14 日㈮ 健康づくりのための運動 幸の国健康館ゆ〜かむ
10 月 11 日㈭ 自分の体を知ろう！（血液検査の結果から） 山鹿健康福祉センター
11 月  ８日㈭ 生活習慣病について ひだまり
12 月 13 日㈭ 健康づくりのための食生活 ひだまり
  1 月 17 日㈭ ヘルスメイトとは？ ひだまり
  2 月 14 日㈭ 閉講式 山鹿健康福祉センター
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山鹿市民
医療センター通信
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山鹿市民医療センター
リハビリテーション科長

立石　慶和

元気の
お手伝い
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　麻しん（はしか）は、感染力が強く、予防接種を受けないと、
多くの人がかかる病気です。自分が感染しないためだけでな
く、周りの人に感染を広げないためにも予防接種は有効で
す。体調の良い時に、早めに受けましょう。
◦対象者
　第１期：１歳〜２歳未満（２歳の誕生日の前々日まで）
　第２期：平成 18 年４月２日〜 19 年４月１日生まれ
　第３期：平成 11 年４月２日〜 12 年４月１日生まれ
　第４期：平成６年４月２日〜７年４月１日生まれ
◦接種期間　第２・３・４期の対象者は平成25 年３月31日まで
◦接種料金　無料（対象外の人は12,000 円程度かかります）

麻しん風しん予防接種を受けましょう！

◦日時　５月29 日㈫　６時 30 分受け付け　7 時開演
◦場所　山鹿市鹿本生涯学習センター　ひだまり
◦演題　愛する命のためにできること（小児バージョン）in 山鹿
◦講師　兵庫県立柏原病院　小児科医長　和久祥三先生
◦問い合わせ先　鹿本郡市医師会　☎４4 ‐ 2086

小児救急医療についての講演会

　本年度から山鹿市国民健康保険加入者は「特定健診（集
団健診）」を各種がん検診と同じ日・同じ場所で受けることが
できるようになりました。山鹿市国民健康保険に加入している
40 〜74 歳の人には、５月下旬ごろに受診券と検尿セットを郵
送しますので、集団健診か医療機関で受診して、自分の健康
を見つめ直してみませんか？また、１月に送付した調査票でが
ん検診や19 歳〜39 歳で集団健診を希望している人には、
検診日の２週間前に健診機関から受診券などを送付します。

６月から特定健診が始まります！

　３つの予防接種は保護者の希望で接種するものです。
【接種対象者】山鹿市に住所を有する人で
◦ 子宮頸がん　平成７年４月２日〜12 年４月１日生まれの女子

ただし平成７年４月２日〜８年４月１日生まれの人は、平成
23 年度に 1 回目または２回目の接種をした人に限ります。

◦ヒブ・小児用肺炎球菌　生後２カ月以上５歳未満（５歳の
　誕生日の前 日々まで）の乳幼児

【自己負担額】
◦子宮頸がん　１回 1,500 円
◦ヒブ・小児用肺炎球菌　１回 1,000 円
※ 生活保護世帯・市町村民税非課税世帯の人で証明書を

接種当日に医療機関へ持参した場合に限り無料です。
【標準的な接種回数】
◦子宮頸がん　３回
◦ヒブ・小児用肺炎球菌　１回〜４回
※初回接種年齢で接種回数が異なります。

【その他】
◎ 山鹿市が契約している医療機関へ、事前に電話などで連

絡してください。
◎ 健康保険者証など、接種対象者の氏名、生年月日、住

所が確認できるもの・母子健康手帳を必ず医療機関で
提示してください。

◎ 予防接種を受ける際に記載する予診票は、健康増進課ま
たは、委託医療機関で受け取ってください。

◎ 保護者が同伴してください。ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン
接種で保護者以外が同伴する場合は、事前に健康増進課で

「予防接種委任状」を受け取り、保護者が記入してください。

子宮頸
け い

がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌ワク
チンの接種費用の一部助成を実施しています！
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環境だより環境だより

問

廃
棄
物
処
理（
ご
み
焼
却
）

施
設
建
設
に
向
け
て

…環境課　☎43-7211

燃やすごみ処理施設
クリーンセンター

　
現
在
、
山
鹿
市
と
植
木
町
（
現
：
熊
本
市
）
の
家
庭
系
ご
み
と
事
業
系
の
一
部
の
ご
み
は
、
山
鹿
植
木
広

域
行
政
事
務
組
合
が
管
理
運
営
し
て
い
る
各
施
設
で
共
同
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
山
鹿
市
の
責
任
の
も
と
で
、
き
ち
ん
と
処
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
廃
棄
物
処

理（
ご
み
焼
却
）施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、山
鹿
市
で
は
上
記
の「
廃
棄
物
処
理（
ご
み
焼
却
）施
設
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
に
よ
り
、
施
設
の
稼
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
（
ご
み
焼
却
）
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
山
鹿
市
全
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
建
設
候
補
地
を
募
集
し
ま
す
。

　
ご
み
焼
却
施
設
は
、
市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
安
心
安
全
な
施
設
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
ご
み
処
理
と
い
う
だ
け
で
迷
惑
施
設
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
身
近
で
親
し
ま
れ
る
公
共
施
設
と
し
て
建
設
す
る

た
め
に
、
建
設
候
補
地
を
広
く
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
募
集
概
要
に
つ
い
て
は
、
６
月
号
の
広
報
や
ま
が
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
…
環
境
課　

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
７
２
１
１

廃棄物処理（ごみ焼却）施設建設スケジュール
年度
（平成） 24 25 26 27 28 29 30 31

業務
内容

候補地公募
候補地の評
価、選定
候補地決定

用地
取得

環境アセス
メント

施設設計等
施設建設 ４月

稼動

資源ごみ処理施設
リサイクルプラザ

燃えない（埋め立て）
ごみ処理施設
最終処分場
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次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
案
内
板
（In

fo
rm
a
tio
n

）
は
裏
表
紙
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山　鹿
　山　鹿　大坪　重臣さん (73)　緒方サカヱさん (85)
　　　　　甲斐　正一さん (96)　出口　英治さん (81)
　　　　　古川美志子さん (83)　花桐　　壽さん (81)
　　　　　池田　ミヲさん (102)　樺　　真也さん (55)
　　　　　野中　奎良さん (65)
　米　田　横手　健次さん (77)　德永カメオさん (87)
　　　　　山村　熙嗣さん (81)
　八　幡　平木明四郎さん (94)　小山　辰雄さん (95)
　　　　　伊藤由美尾さん (95)
　平小城　古川　至成さん (81)　水政　壽枝さん (78)
　　　　　永田　義行さん (58)
　三　岳　田代　五夫さん (84)　古家ヒサヱさん (99)
　　　　　森本ミサオさん (91)
　三　玉　大塚　富隆さん (85)
　大　道　漆野　敬悟さん (36)　木村　真治さん (37)
　　　　　寺倉　義之さん (90)
鹿　北
　岳　間　伊藤アイ子さん (86)　深牧　末男さん (81)
　　　　　北原　　稔さん (79)　中村　重治さん (79)

３

　岩　野　太田黒勝則さん (69)　井手キヨ子さん (87)
　　　　　信國　惠之さん (64)　古家　　泉さん (75)
　　　　　野中セイ子さん (71)
　広　見　伊織ハツエさん (86)
　　　　　山口　カズさん (103)
菊　鹿
　内　田　今坂　　侍さん (83)　渡邉　　鍜さん (85)
　　　　　栗原　邦輔さん (83)
　六　郷　木庭サチ子さん (82)　名越　　學さん (78)
　　　　　谷　　　巖さん (88)　勢田　利德さん (98)
　　　　　杉　トミヨさん (87)
　城　北　丸山　秀雄さん (73)　原田　敬子さん (88)
　　　　　赤星オナヲさん (94)　坂本ミツ子さん (76)
鹿　本
　来　民　古庄　守男さん (95)　立花　征子さん (71)
　　　　　大墨　ラクさん (82)　福山須美子さん (77)
　　　　　吉岡　マサさん (86)　西嶋喜寿子さん (89)
　稲　田　北村　梅香さん (100)　浦上　　芳さん (87)
　中　富　民守　英明さん (89)　冨田セツコさん (87)
鹿　央
　米野岳　中山　陽子さん (62)　原　ルリ子さん (74)
　山　内　服部　藤子さん (89)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿　山口　優

ゆ う あ

彩さん　中𠩤　心
こ の え

愛さん
　　　　　緒方　紗

す ず か

花さん　酒井　零
れ い と

斗さん
　　　　　中尾　奏

そ う き

喜さん　高巢　春
は る き

輝さん
　　　　　藤森　自

じ ね ん

然さん　中村　唯
い ぶ き

楓さん
　米　田　松永　彩

あ や り

里さん
　八　幡　松本　琉

る か

花さん　山本　　蓮
れ ん

さん
　　　　　池田　惟

い ぶ き

蕗さん　本多　史
し な

奈さん
　　　　　酒井　萌

め い

衣さん
　三　玉　井上祐

ゆ づ き

月輝さん
　大　道　井島　心

み う

優さん　飯田　朱
あ か ね

音さん
　　　　　古閑　煌

き ら り

理さん

※３月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付け
た掲載希望者分を掲載しています

菊　鹿
　六　郷　平田莉

り り あ

莉亜さん　古閑　春
は る な

凪さん
　城　北　田中　優

ゆ い

衣さん
鹿　本
　来　民　森　ひよりさん　山口　暖

は る ひ と

仁さん
　　　　　川添　兼

け ん し ん

榛さん　𠮷川　理
り な

名さん
　稲　田　磯野　未

み う

羽さん
　中　富　富田　麗

れ お ん

音さん
鹿　央
　千　田　境　幸

こ う し ろ う

司朗さん
　米野岳　原　ひまりさん　森　　絢

あ や め

惠さん
　　　　　原　なのはさん
　山　内　原　　雷

ら い と

人さん　前田　暖
は る ま

馬さん

山　鹿
　山　鹿　堀川　幸祐さん♥永田久美子さん
　　　　　林田　浩徳さん♥藤本　愛美さん
　米　田　中嶋　和成さん♥中井　夕姫さん
　八　幡　太田　政樹さん♥福山　清華さん
　　　　　福田　圭志さん♥高木　智子さん
　八　幡　竹下圭一郎さん♥中村　　愛さん
　三　岳　古家　徹朗さん♥石貫　裕子さん
　大　道　富田　隆太さん♥村上　文美さん
　　　　　𠮷田　大介さん♥主計久美子さん
　　　　　朝川　伸広さん♥木崎美乃里さん

菊　鹿
　内　田　飯川　　嘉さん♥松尾　弘美さん
　　　　　児玉　史郞さん♥松村　美穂さん
　六　郷　定野　誠広さん♥木庭　悦子さん
　　　　　横田　幹夫さん♥池田絵里香さん
鹿　本
　来　民　岩尾　善典さん♥小川　明子さん
　　　　　市原　伸生さん♥佐川奈穂子さん
　稲　田　冨田　圭亮さん♥中島　千尋さん
鹿　央
　千　田　野中　直行さん♥城　　和子さん
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５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

  ３日㈷ 大坪内科呼吸器科医院 / 大阪整形外科医院 岩下薬局 / まつ薬局
４日㈷ 坂本医院 / 後藤整形外科医院 岩下薬局 / まつ薬局
５日㈷ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / まつ薬局 / 岩下薬局
６日㈰ うちだ内科医院 / 幸村医院 岩下薬局 / まつ薬局

13 日㈰ 平井藤岡医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 グリーンファーマシー / 城北中央薬局
20 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 藤原クリニック 岩下薬局
27 日㈰ 横手医院 / 松永整形外科リウマチ科 岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

藤
ふ じ い

井紫
し お

緒選手
　オリンピックに行って
みたいという強い気持ち
があります。
最終予選では、チーム一丸と
なって戦いたいと思います。

巻
まき

加
か り な

理奈選手
　山鹿市民の皆さまの期
待に応え、夢や希望を与
えられるように、必ずオリン
ピックの切符をとってきた
いです。

石
いし た て

立真
ま ゆ こ

悠子選手
　日本のハンドボール界
の歴史を変えたいと思い
ます。

東
あり は ま

濱裕
ゆ う こ

子選手
　長い間オリンピックに出
場できていません。最終
予選がラストチャンスなの
でがんばりたいです。

藤
ふ じ ま

間かおり選手
　オリンピック出場は、選
手の夢でありハンドボール
界の夢です。ハンドボール
が日本のメジャーなスポー
ツになるように、このチャ
ンスをものにしたいです。

永
な が た

田しおり選手
　チーム一丸となって戦
い、山鹿へオリンピックの
切符を持ち帰りたいと思い
ます。

オムロンハンドボール部から山鹿の皆さんへ
　オリンピックという夢に向かい、オムロンの代表としてまた山
鹿の代表として、精一杯努力していきたいと思いますので応援よ
ろしくお願いします。

　5 月 25 日㈮から 27 日㈰まで、ロンドンオリンピック出
場をかけた世界最終予選が行われます。36 年ぶりのオリ
ンピック出場を目指すオムロンハンドボール部の日本代表
選手の皆さんに意気込みを語ってもらいました。

後列左から東濱選手、永田選手、藤間選手、黄監督
前列左から石立選手、巻選手、藤井選手

オ ム ロ ン
ハンドボール部

黄
ふぁん

慶
ぎょん

泳
よ ん

監督
　チームの努力や汗の量
は世界に勝てるものであり、
実力もつけてきました。あと
は結果を出すのみです。

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスに所属す
るオムロンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石
電機ハンドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点
に活動を行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、地域の小中学校などでのハンドボール教室の開
催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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催　し

第 17 回あんずの丘
子どもフェスティバル

　子どもたちの健やかな成長を願っ
て、子どもフェスティバルを開催し
ます。家族で１日遊べるイベントで
す。ご来場をお待ちしています。
● 日時　５月５日㈷午前 10 時〜
● 場所　あんずの丘
● 内容　ステージショー、体験コー
　ナー、ヤマメのつかみ取りなど楽
　しいイベントを計画しています。
問菊鹿総合支所市民生活課
　☎ 48 ‐ 3111

こどもの日イベント
古墳館へ５・５・GO!

　この時期しか体験できない楽しい
プログラムが盛りだくさんです。
● 日時　５月３日㈷〜５日㈷
　午前９時半〜午後４時
● 場所　県立装飾古墳館
● 内容　勾玉づくり体験、火おこし
　体験など
● 参加料　一部有料
問県立装飾古墳館　☎ 36 ‐ 2151

第３回サイクリング大会に参加
しませんか

● 日時　５月 20 日㈰午前９時〜
● 場所　山鹿市サイクリングターミナル
● コース　サイクリングターミナル
　〜分田駐車場折り返し
● 参加費　100 円（保険料）
● 定員　50 人（自転車は貸し出し可）
● 申込期限　５月 16 日㈬
問社会体育課　☎ 43 ‐ 0090

子育て広場を開催します
参加をお待ちしています

　産婦人科で子育て広場を開催します。
● 日時　５月６日㈰午後１時半〜３時
● 場所　山鹿市民医療センター
　５階病棟（談話室）
● 内容　「骨盤ケアで、すんなりお
産　らくらく子育て」
　 育てやすい赤ちゃんを産み育てるため

の、ママの体のセルフケアを楽しく体験。
● 対象者　妊婦さん
※先着 10 人程度（予約制）
問山鹿市民医療センター産婦人科
　☎ 44 ‐ 4275

看護の日イベントに
参加しませんか

　無料のイベントです。多くの皆さ
んの参加をお待ちしています。

【山鹿中央病院】☎ 43 ‐ 1313
● 日時　５月８日㈫午前９時〜正午
● 場所　山鹿中央病院（外来ロビー）
● 内容　血圧、血糖測定、体脂肪測
　定、栄養相談、福祉用具展示など

【山鹿市民医療センター】☎ 44 ‐ 2185
● 日時　５月９日㈬午前 10 時〜正午
● 場所　市民医療センター（玄関ホール）
● 内容　身長、体重、血圧測定、血
　糖・体脂肪測定、栄養・リハビリ
　相談、看護・福祉相談など

赤米体験教室「田植え」の参加
者を募集します

● 日時　６月２日㈯
　　　　午前 10 時〜午後１時
● 場所　県立装飾古墳館、
　　　　赤米栽培田
● 内容　赤米の苗を手植えします
● 参加費　550 円（弁当代含む）
● 受付期間　５月 26 日㈯まで
● 募集人員　60 人（先着順）
問県立装飾古墳館　☎ 36 ‐ 2151

〈 

有
料
広
告 

〉 ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248TEL

６８万円からレンゲ付き６８万円からレンゲ付き

御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

介護のことなんでも話しましょう
　どの場所でも参加できます。開催日
など詳しくはお問い合わせください。
● 鹿本　くたみの実家
                       ☎46‐2469（福山）
● 鹿北　地域交流館かほく
                       ☎34‐8288（井上）
● 鹿央・米田　鹿央・米田介護者のつどい
                       ☎44‐0363（小坂）
● 大道　よんなっせ縁側
                       ☎44‐8305（川原）
● 三岳・平小城・川辺
   三岳地区公民館☎43‐6254（古江）
問介護保険課     ☎ 43 ‐ 1077

歴史講演会を開催します
● 日時　５月17 日㈭午後２時半〜
● 場所　ひだまり
● 講師　富田紘一先生
● 演題　熊本城と加藤清正の功績
※事前に申し込みください。
問山鹿市文化財保護協会事務局
　☎ 46‐5512（文化財センター内）
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募　集相　談

行政相談所を開設しますお気軽
にご相談ください

　行政に関する意見や要望などがあり
ましたら、お気軽にご相談ください。
相談は無料で秘密は固く守られます。
● 日時　５月18 日㈮午前10 時〜午後３時
● 場所　山鹿市役所会議室
● 相談員　行政評価事務所職員・行
　政相談委員

【行政相談委員】（敬称略）
山鹿地区　島田裕子　☎ 44 ‐ 5519
鹿北地区　杉　勝典　☎ 32 ‐ 3080
菊鹿地区　小澄　隆　☎ 48 ‐ 3202
鹿本地区　森本弘毅　☎ 46 ‐ 2682
鹿央地区　中山知博　☎ 36 ‐ 2215
問熊本行政評価事務所
　☎ 096 ‐ 324 ‐ 1662

専門家による
無料法律相談

　５月１日から７日までの１週間は、憲
法週間です。無料法律相談会を開催
しますので、お気軽にお越しください。
● 日時　５月14日㈪午前10時〜午後３時
● 場所　熊本地方家庭裁判所山鹿支所
● 担当相談員　裁判所職員、法務局
　職員、弁護士
● 相談内容　
　裁判所職員　土地、家庭問題など
　法務局職員　登記、人権問題など
　弁護士　各種法律相談　
※  15 日㈫はくまもと県民交流館パレ

アでも開催されます。
問熊本地方家庭裁判所山鹿支部
　☎ 44 ‐ 5141

人権擁護委員による
特設人権相談所の開設

　６月１日は、全市一斉無料相談日で
す。お気軽にお越しください。
● 日時　６月１日㈮午前 10 時〜午
　後３時
● 場所　
　山鹿地区　山鹿健康福祉センター
　鹿北地区　鹿北市民センター
　菊鹿地区　菊鹿総合支所
　鹿本地区　鹿本生涯学習・健康セ
　ンター「ひだまり」
　鹿央地区　鹿央多目的研修センター
● 相談員　人権擁護委員・法務局山
　鹿支局職員
問熊本地方法務局山鹿支局
　☎ 44 ‐ 2411
問人権啓発課　☎ 43 ‐ 1199

不動産鑑定士による
無料相談会

　不動産に関わるさまざまな問題につ
いての無料相談会を開催します。お気
軽にご相談ください。
● 日時　５月 22 日㈫午後１時〜４時
● 場所　市役所１階会議室
● 相談員　不動産鑑定士
● 相談内容　不動産の価格、賃料、　
　利用、その他不動産に関すること
問熊本県不動産鑑定士協会
　☎ 096 ‐ 385 ‐ 5020

資源リサイクルとして
刈草を使ってみませんか

　国土交通省菊池川河川事務所で
は、菊池川の堤防の刈草を、敷きワ
ラや堆肥に利用したい人に無料で提
供します。刈草希望本人による河川
敷の除草、刈草の持ち帰りについて
も随時受け付けをしています。
● 提供の時期
　１回目　６月上旬から８月上旬
　２回目　９月上旬から 11 月下旬
● 主な用途　敷きワラ、堆肥など
● 申込期限　５月 31 日㈭
※申し込み締め切り後も、問い合わ
せは随時受け付けます。
問菊池川河川事務所山鹿出張所
　☎ 44 ‐ 2177

シニア男性料理教室参加者募集

　60 歳以上の男性の皆さん、料理に
チャレンジしませんか？「包丁を持った
ことがない人」「何もしたことがない人」
大歓迎！！料理ができるようになると、
脳も体も生き生きとしたライフスタイルを
送ることができます。
● 対象者　60 〜 70 歳代の男性
● 日程　６月〜 10 月に６回
　　　　午前９時半〜午後１時
● 場所　山鹿健康福祉センター
● 内容　簡単な料理から酒のつまみ
　まで
● 参加費　3,000 円（６回分）
● 申込締め切り日　５月 18 日㈮
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

七五三　成人式　喪服　礼服　ご卒業式　ご婚礼　ドレス　打掛 etc
☆留袖・袴：10,000 円～　☆七五三：15,000 円～
☆お振袖 　：80,000 円～　☆ご婚礼・ドレス・打掛：ご相談下さい
TEL：０９６８－４３－７４７７・０９６８－４６－２４１１
肥後銀行山鹿東支店裏　◆　鹿校通り 3丁目１－４６－１０１

＊＊＊　レンタル衣裳　ビクトリア　＊＊＊
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お知らせ

小児科夜間外来（月・木曜日
19 時まで）を再開設します

　山鹿市民医療センターでは、これ
まで熊本大学小児科医局のご支援と
ご協力で、非常勤医師による小児科
外来を開設していましたが、５月１
日から市民の皆さんの生命と健康を
守り、子育て支援を目的に、小児科
専門医の田中貴俊先生を小児科長
( 常勤職員 ) に迎え、外来中心の小
児医療を提供します。
５月の外来診療
● 月曜日、木曜日
　午前８時半〜
　午後７時
● 火曜日
　午前８時半〜 10 時
● 水曜日、金曜日
　午前８時半〜午後５時
問山鹿市民医療センター小児科外来
　☎ 44 ‐ 2185

泌尿器科の入院診察を
再開設します

　５月１日から熊本大学泌尿器科医
局のご支援とご協力で、泌尿器科専
門医の結城康平先生を泌尿器科長
( 常勤職員 ) に迎え、非常勤職員の
先生方とともに外来診療および入院
診療を再開します。
５月の外来診療
● 月曜日〜金曜日　
午前８時半〜 11 時（水曜日を除く）
問山鹿市民医療センター泌尿器科外来
　☎ 44 ‐ 2185

地域づくりに関する各種補助金の申請を受け付けます
事業実施の 30 日前までに必要書類を提出してください。詳細は企画課に
お問い合わせください。

【地域づくり計画応援事業】
●  対象事業　地域住民が主体的に行う地域資源などを生かした取り組み

や地域の安全・安心のための活動など、地域活性化につながる計画策定
および計画に基づき実施する事業。

●  対象団体　小学校区などのつながりのある複数の自治会など
●  対象経費　コンサルタント委託料、印刷製本費、消耗品費、会場の借

り上げ料、先進地視察研修費など
●  補助率　対象経費の 10 分の 10 以内で、計画策定は１団体 100 万円を限度。

次年度以降の計画に基づき実施する事業は３年間で 200 万円を限度とし、予算
の範囲内で決定します。

【地域づくり推進事業】
●  対象事業　団体などが主体的に取り組む市全域の活性化につながる地

域づくり事業（イベント、世代間交流、ボランティア活動など）
●  対象団体　地域づくりを目的として活動する特定非営利活動法人また

はこれに準ずる５人以上の団体
●  対象経費　事業に係る消耗品や使用料、原材料費など（別に定める基

準があります。）
●  補助率　対象経費の 10 分の 10 以内で、１団体 20 万円を限度とし、予算の

範囲内で決定します。
【人材育成事業】

●  対象事業　社会・教育文化・福祉および産業の分野における先進地の
視察研修、体験学習、技術者育成など

●  対象団体　市内に住所を有する人・市内に活動の拠点を有する団体・
市内に通勤、通学する人など

● 対象経費　受講料、参加費、宿泊費、交通費、調査研究のための経費
●  補助率　対象経費の２分の１以内（個人は１人あたり 10 万円、団体（同

一団体は４人以上）は 30 万円）で、予算の範囲内で決定します。
【国際・地域間交流事業】

●  対象事業　民間団体が主催する国際・地域間交流事業（教育・文化、　
スポーツ、産業、福祉などの活動による交流）

●  対象団体　市内に活動の拠点がある団体で、国際・地域間交流事業の
活動実績が認められる団体

● 対象経費　交通費、宿泊費、受講費、交流会などに係る経費
●  補助率　対象経費の２分の１以内で、30 万円を限度とし、予算の範囲

内で決定します。
問企画課　☎ 43 ‐ 1114
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お知らせ

今月の納税・保険料
● 固定資産税（第１期）
● 軽自動車税（全期）
● 納期限　５月 31 日㈭
※軽自動車税は、21 日㈪が振替日です。
夜間・休日収納窓口
● 夜間　５月７日㈪〜 31 日㈭
 （平日）  午後５時半〜 ８ 時
● 休日　５月 ６ 日㈰・13 日㈰・20
 （日曜）  日㈰・27 日㈰
　　　　午前９時〜午後５時
● 場所    税務課
※納税は便利な「口座振替」をご利
用ください。申込書は各金融機関に
備えてあります。
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

国民生活基礎調査のお知らせ
　この調査は、皆さんの生活にお
ける保健、医療、福祉、年金など
の実態を正しく把握するために、厚
生労働省が毎年実施する大切な調
査です。全国では 1102 地区、県
内は 14 地区が対象になっています。
　山鹿市の調査地区でも、４月末
から県が任命した調査員が各世帯
を訪問し、調査を行います。ご理解
とご協力をお願いします。
問企画課　☎ 43 ‐ 1114

自動車税の納税はお済みですか
　自動車税は、5 月 31 日㈭までに
最寄りの金融機関やコンビニエンス
ストア、地域振興局税務課などで納
めましょう。
問鹿本地域振興局税務課
　☎ 44 ‐ 1061

障がいのある人もない人も
共に生きる熊本づくり条例が
全面施行されました
　障がいのある方に対する県民の
理解を深め、権利を擁護する取り
組みを進めるための条例が４月１
日に全面施行されました。　
　障がいのある方が差別を受けた
り、暮らしにくさを感じたりしな
いよう、皆さんで共に支え合い、
助け合う地域社会を築いていきま
しょう。
問熊本県健康福祉部子ども・障が
い福祉局障がい者支援課
　☎ 096 ‐ 333 ‐ 2236

市税のコンビニ収納の
お知らせ

24 年４月から固定資産税および市県
民税がコンビニエンスストアでも支払い
ができます。（ただし、コンビニ店舗で
の取り扱い期限は、各納期限日までと
なります。）
※支払いが出来る税目は、固定資産
税、市県民税、軽自動車税です。
問税務課固定資産税係　☎ 43 ‐ 1121
　税務課市民税係　☎ 43 ‐ 1120

固定資産税・軽自動車税
減免について

　次に該当する人は、申請で減免さ
れます。

【固定資産税】
・生活の扶助を受けている人
・公益のために専用されている固定
資産を有する人
● 申請期限　５月 24 日㈭
● 必要書類　納税通知書・印鑑

【軽自動車税】
・療育手帳の障害程度が「Ａ」の人
・精神障害保険福祉手帳を持ち障害
等級が「１級」の人
・身体障害者手帳または戦傷病者手
帳を持ち障害等級が主に「３級、３
項症、３款症」以上の人
● 申請期限　５月 24 日㈭
● 必要書類　納税通知書・印鑑・各
　種障害手帳・運転免許証・車検証
※税務課で手続きを行ってください。
問税務課固定資産税係　☎ 43 ‐ 1121
　税務課市民税係　☎ 43 ‐ 1120

紹介型外来診療の
段階的導入のお知らせ

　山鹿市民医療センターでは、鹿本郡市
医師会と連携し、病院と地域の医療機関
との役割分担を積極的に推進するととも
に、入院治療や手術および専門的な検
査などを中心とした急性期医療の診療体
制としています。
　これに伴い、４月１日から外来診療を地
域の病院や医院等のかかりつけ医の先
生から紹介いただいた患者さまには、か
かりつけ医の先生から当センターの医師に

「受診の予約」をしていただくことで、待
ち時間を短縮する「紹介型外来診療」
を段階的に導入しています。
　まず、４月１日から整形外科および呼
吸器内科で「紹介型外来診療」を開
始しています。
　救急患者さまには、これまでどおりの
対応を行い、検査や必要な治療が終わ
り、容態が落ち着かれた患者さまには、

「かかりつけ医」の先生の治療を積極
的に推進しています。皆さまのご理解とご
協力をお願いします。
問山鹿市民医療センター医事課
　☎ 44 ‐ 2185
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定例相談   仕事の相談はお気軽に  
Y一　般
①正・准看護師　13万円9千900円〜
②介護職　13 万円 2 千円〜
③一般事務　9 万 1 千円〜
④葬祭業務員　12 万 5 千円〜
⑤調理員　13 万 2 千円〜
⑥菓子の製造　12 万 960 円〜
⑦食鶏出荷業務　14 万 3 千円
⑧婦人服販売員　13 万 5 千円〜
⑨サービス係　14 万円〜
⑩土木作業員　13 万 7 千円〜
⑪清掃作業員　13 万 2 千円〜
⑫ 2 トン車運転手　15 万円〜
⑬重機オペレーター　14 万 2 千円〜
Yパート
①正・准看護師　時給 900 円〜　
②介護職　時給 700 円〜
③経理・一般事務　時給 650 円〜
④調理人　時給 730 円〜
⑤レジスタッフ　時給 650 円〜
⑥鮮魚係　時給 650 円
⑦靴の販売　時給 700 円
⑧ガソリンスタンド販売員　時給700 円〜
※車をご利用の方は、センター裏の
駐車場をご利用ください。バスをご
利用の方は、山鹿バスターミナルが
最寄りのバス停です。
問 山鹿市地域職業相談室（山鹿老人福

祉センター 2 階）　　　☎４3 ‐ 1724

　お知らせのページに掲載を
希望する人は、原稿を希望す
る発行日の 1 ヵ月前までに、
山鹿市役所秘書課まで郵送ま
たはご持参ください。

お願い

相談は無料で、秘密は固く守ります。

　税務相談　
● 日時　５月 10 日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
● 場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
　☎ 32 ‐ 3111

　年金出張相談　
● 日時　５月９日㈬・23 日㈬
　　　  市役所１階会議室
　　　  午前 10 時〜午後３時
　　　（正午〜午後１時を除く）
※相談日の５日前までに電話で
予約をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

　精神保健相談　
● 日時　５月 10 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
● 場所　山鹿保健所
● 嘱託医　山鹿回生病院
問山鹿保健所　 ☎ 44 ‐ 4121
 　障がい者・児相談　
● 日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
● 場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052
　認知症に関する相談　

● 日時　毎月第２・第４木曜日　
　　　   午前 10 時〜正午
● 場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

　消費生活相談　
● 日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
● 場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

　社会保険労務士労働相談　
● 日時　５月８日㈫午後１時〜４時
● 場所　市役所別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

　      　心配ごと相談　
【山鹿】　
　①一般相談　５月 11 日㈮
　②司法書士相談　（多重債務・成
　年後見関係）５月 18 日㈮要予約
　③法律相談　５月 25 日㈮要予約
● 場所　山鹿健康福祉センター内
　　　   社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　５月 10 日㈭
● 場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】　
　①一般相談　５月９日㈬
● 場所　菊鹿健康福祉センター
　　　   ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　５月８日㈫
　②法律相談　５月 22 日㈫要予約
● 場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　５月 ７ 日㈪
　②司法書士相談　（多重債務・成
　年後見関係）５月 21 日㈮要予約
● 場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9 時〜正午
司法書士相談、　法律相談
　午前 10 時〜正午
※司法書士相談、法律相談は事前予
約が必要です。
※一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。相談は、どこの会場でも受
けることができます。　
問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134
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鹿北生活研究グループ

　タケノコは食べてもおいしいで
すが、その皮も有効に使えます。
竹の皮は殺菌力があり、包んだも
のが腐りにくい効果があります。
　また通気性が高く蒸し料理にも
最適です。鹿北のおいしいタケノ
コを皮まで余すことなく使ってみ
てください。

山鹿市生活研究グループのみ
なさんに毎月、山鹿で採れた
農産物を使った料理を紹介し
ていただきます

　
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
端
午
の
節
句
に
も
食
べ
ら
れ
る

ち
ま
き
。
開
く
と
良
い
香
り
が
広
が
り
ま
す
。

　
病
気
や
災
い
を
退
け
る
縁
起
物
と
い
わ
れ
る
ち
ま
き
を

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

前列左から月足敏子さん、古家民子さん、松房富美
子さん／後列左から平井信子さん、竹下ひさ子さ
ん、西牟田佳代子さん、杉よし子さん

材料 分量
もち米 ３合
うるち米 １合
具
シイタケ

適宜

ニンジン
ゴボウ
タケノコ
塩
しょうゆ
みりん
竹の皮

作り方
① 一ツ葉は、塩を入れてゆがいておく。
②竹の皮は、お湯につけておく。
③ もち米と米粉と塩を混ぜ合わせ、耳たぶ

くらいのやわらかさにこねる。
④竹の皮を約８〜 10㎝に切り、③を包む。
※ 蒸した時に膨らむので竹の皮の端より１

㎝ずつ手前になるように包む。
⑤④を約 30 分蒸す。
⑥⑤を一ツ葉で写真のように包む。

ちまき

あ
と
が
き

♠
若
葉
、青
葉
が
美
し
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。目
に
見
え
る
新
緑
の

美
し
さ
や
、肌
に
感
じ
る
心
地
よ
い

風
な
ど
、五
感
で
自
然
の
景
色
を
味

わ
う
な
ん
て
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
ね

♠
私
事
で
す
が
、４
年
間
担
当
を
し
た

「
広
報
や
ま
が
」も
今
回
が
最
後
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、た
く
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
出
会
い
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
て

と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

「
自
分
も
頑
張
ら
な
く
て
は
」と
い
つ

も
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
、取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
や
ご
意
見
、励
ま
し
の
声
を
い
た
だ

き
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

（
才
）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

食べる直前に蒸しなおして食べる
とおいしいです

材料 分量
もち米 ６合
米粉 ３合
塩 少々
竹の皮 適宜一ツ葉

つのんぼ
作り方
① 米は一晩水につけておく。
② 具を食べやすい大きさに切り、塩、しょ

うゆ、みりんで味付けし、米と混ぜ合わ
せる。

③ 水につけておいた竹の皮をきれいに洗っ
て、米を詰めて蒸す。

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

■人の動き
人口 254 人減りました 56,025 人
男性 140 人減りました 26,430 人
女性 114 人減りました 29,595 人
世帯数 3 世帯減りました 21,144 世帯
〜14歳 12.2 ％ 6,812 人
15歳〜64歳 57.1 ％ 32,014 人
65歳〜 30.7 ％ 17,199 人

3月末現在 (増減は前月末比 )


